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(57)【要約】
　絶縁グレージングユニット（１１）が提供される。ユ
ニット（１１）は、１対の基材（２、２Ａ）を分離する
スペーサ枠（１０５）を含む。スペーサ枠（１０５）は
、長さと、長さに対して直角な幅とを有する。ユニット
はさらに、スペーサ枠（１０５）の幅を貫通する導電素
子（１５）を含む。ユニットはさらに、スペーサ枠（１
０５）内に、第１の導電構成要素（１６）を含む。第１
の導電構成要素（１６）は、導電素子（１５）と電気通
信している。導電素子（１５）は、スペーサ枠の幅を挟
んで第１の導電構成要素（１６）の反対側の第２の導電
構成要素（７５）と電気通信するように適合される。
【選択図】　図２Ｋ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁グレージングユニットであって、
　１対の基材を分離し、長さおよび前記長さに対して垂直な幅を有する、スペーサ枠と、
　前記スペーサ枠の前記幅を貫通する少なくとも１つの導電素子と、
　前記少なくとも１つの導電素子と電気通信している、前記スペーサ枠内の少なくとも１
つの第１の導電構成要素であって、前記少なくとも１つの導電素子は、前記スペーサ枠の
前記幅を挟んで前記第１の導電構成要素の反対側の第２の導電構成要素と電気通信してい
る、少なくとも１つの第１の導電構成要素と、
　を備える、絶縁グレージングユニット。
【請求項２】
　前記第１の導電構成要素は、導電コイルである、請求項１に記載の絶縁グレージングユ
ニット。
【請求項３】
　前記導電コイルは、時計回り方向および反時計回り方向の双方にカールする、請求項２
に記載の絶縁グレージングユニット。
【請求項４】
　前記導電コイルは、前記スペーサ枠の前記長さに対して平行または垂直な平面内でカー
ルする、請求項２に記載の絶縁グレージングユニット。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの導電素子は、第１のピンであり、前記導電コイルは、第１の端部
で前記第１のピンに取り付けられるばねであり、前記導電コイルは、前記スペーサ枠の周
辺部内でバスバーと電気通信している、請求項２に記載の絶縁グレージングユニット。
【請求項６】
　頭部を有する第２のピンと、
　前記スペーサ枠の前記周辺部内で前記スペーサ枠から延在し、受け穴を有する、パッド
と、をさらに備え、
　前記第２のピンは、前記パッドの前記受け穴を通って前記バスバーから延在し、
　前記ばねは、前記ばねの形状および位置を維持するのを支援するために、前記第２のピ
ンの周囲でコイル状にされる、請求項５に記載の絶縁グレージングユニット。
【請求項７】
　前記第１の導電構成要素は、前記スペーサ枠の周辺部内でバスバーにはんだ付けされる
、請求項１に記載の絶縁グレージングユニット。
【請求項８】
　前記スペーサ枠の前記幅を横断して延在する絶縁管であって、前記少なくとも１つの導
電素子を取り囲む、絶縁管をさらに備える、請求項１に記載の絶縁グレージングユニット
。
【請求項９】
　カバーが、前記導電素子および前記第１の導電構成要素のうちの１つを少なくとも部分
的に封入し、前記カバーは、前記スペーサ枠の周辺部内にある、請求項１に記載の絶縁グ
レージングユニット。
【請求項１０】
　前記スペーサ枠は、スペーサと、前記１対の基材を分離する絶縁素子とを含み、前記絶
縁素子は、前記スペーサの導電スペーサ端部を分離する、請求項１に記載の絶縁グレージ
ングユニット。
【請求項１１】
　絶縁グレージングユニットの密閉された境界を横断する電気的インターフェースを提供
するためのシステムであって、
　長さおよび前記長さに対して垂直な厚さを有する、スペーサ枠であって、前記厚さは、
その前記長さに沿って１対の基材を分離し、前記密閉された境界の一部分を形成し、前記
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スペーサ枠はさらに、前記長さに対して垂直な幅を有する、スペーサ枠と、
　前記密閉された境界を貫通する少なくとも１つの導電素子と、
　前記スペーサ枠の前記幅を挟んで両側の第１および第２の導電構成要素であって、各導
電素子が、前記第１および第２の導電構成要素のいずれかと電気通信している、第１およ
び第２の導電構成要素と、
　を備える、システム。
【請求項１２】
　前記導電素子は、前記スペーサ枠を貫通する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記導電素子は、前記スペーサ枠と前記１対の基材のうちの少なくとも１つとの間を通
過する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記密閉された境界は、前記１対の基材のうちの１つから前記スペーサ枠を分離する少
なくとも１つのシールを含み、前記導電素子は、（ｉ）前記少なくとも１つのシール、（
ｉｉ）前記少なくとも１つのシールと前記スペーサ枠との間の空間、および（ｉｉｉ）前
記少なくとも１つのシールと前記１対の基材のうちの前記１つとの間の空間、のうちの１
つを貫通する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記導電素子は、前記スペーサ枠の前記幅の少なくとも一部分を画定する前記スペーサ
枠の少なくとも壁に合致する金属バンドである、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記導電素子は、フレキシブルプリント回路およびフレキシブルケーブルリボンのうち
の１つである、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記スペーサ枠は、スペーサと、前記１対の基材を分離する絶縁素子とを含み、前記絶
縁素子は、前記スペーサの導電スペーサ端部を分離する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第２の導電構成要素は、前記スペーサ枠に取り付けられ、そこから延在するライザ
ーによって、前記スペーサ枠から離間される、請求項１１に記載の絶縁グレージングユニ
ット。
【請求項１９】
　前記ライザーは、少なくとも１つの電気接点を含むか、または封入し、前記少なくとも
１つの電気接点は、前記第２の導電構成要素との電気的相互接続のために露出され、前記
第２の導電構成要素は、前記スペーサ枠の周辺部の外側にある、請求項１８に記載の絶縁
グレージングユニット。
【請求項２０】
　前記第２の導電構成要素は、再分配構造を含み、前記再分配構造は、前記スペース枠の
周辺部の外側の複数の他の構成要素に電流を分配する、請求項１１に記載の絶縁グレージ
ングユニット。
【請求項２１】
　絶縁グレージングユニットの密閉された境界を横断する電気的インターフェースを提供
するための方法であって、
　絶縁グレージングユニットの前記密閉された境界を通して少なくとも１つの導電素子を
受容するステップであって、前記絶縁グレージングユニットは、長さおよび前記長さに対
して垂直な厚さを有する、スペーサ枠を含み、前記厚さは、その前記長さに沿って１対の
基材を分離し、前記密閉された境界の一部分を形成し、前記スペーサ枠はさらに、前記長
さに対して垂直な幅を有する、少なくとも１つの導電素子を受容するステップと、
　前記スペーサ枠の前記幅を挟んで両側の第１および第２の導電構成要素のいずれかにお
いて、前記少なくとも１つの導電素子を通して電流を受容するステップと、
　を含む、方法。
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【請求項２２】
　前記絶縁グレージングユニットはさらに、前記１対の基材のうちの１つから前記スペー
サ枠を分離する、少なくとも１つのシールであって、前記密閉された境界の追加的な一部
分を形成する、少なくとも１つのシールを含み、
　前記受容ステップ中に、前記導電素子は、（ｉ）前記スペーサ枠、（ｉｉ）前記少なく
とも１つのシール、（ｉｉｉ）前記少なくとも１つのシールと前記スペーサ枠との間の空
間、および（ｉｖ）前記少なくとも１つのシールと前記１対の基材のうちの前記１つとの
間の空間、のいずれかを通る前記少なくとも１つの導電素子を貫通する、請求項２１に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記スペーサ枠は、絶縁素子と、スペーサとを含み、前記絶縁素子は、前記スペーサの
導電スペーサ端部を分離し、挿入ステップ中に、前記導電素子が前記絶縁素子の前記幅の
少なくとも一部分を画定する前記絶縁素子の少なくとも壁に合致するように、前記導電素
子は、（ｉ）前記絶縁素子を貫通する、および（ｉｉ）前記絶縁素子の周囲を通過する、
のうちの１つである、請求項２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年６月５日に出願された米国仮特許出願第６１／６５５，７３８号
の出願日の利益を主張するものであり、その開示は、参照により本明細書に組み込まれる
。
【０００２】
　本明細書で使用される絶縁グレージングユニット（「ＩＧＵ」）という用語は、ガラス
ライトパネルと呼ばれることもある、縁部に沿ったスペーサ枠によって分離される２つ以
上のガラスの層であって、該層の間に絶縁空気（または他の気体、例えば、アルゴン、窒
素、クリプトン）の空間を作成するように密閉される、ガラスの層を意味する。スペーサ
枠は、スペーサを含み、該スペーサは、従来は中空管であり、スペーサ管とも呼ばれ、限
定されないがアルミニウムまたは鋼等の導電材料製であるが、場合によっては中空でない
ことがあり得、また、ポリマー材料で作製され得る。スペーサ枠は、場合によっては、ス
ペーサコネクタと呼ばれることもあるスペーサキーを含み得、該スペーサキーは、端部を
互いに架橋するためにスペーサの端部に挿入される。スペーサキーは、従来はスペーサの
端部と同じ外形輪郭を有し、それらがインターフェースする対応するスペーサと同様に中
空または中実であり得る。ＩＧＵの一部を形成し、また、エレクトロクロミックグレージ
ングを含む、アクティブグレージングが、ガラスライトパネルの１つに塗布または蒸着さ
れ得る。エレクトロクロミックグレージングは、積層構造を有し得る（同時係属の米国特
許出願公開第２０１１／０２６１４２９Ａ１号および第２０１１／０２６７６７２Ａ１号
、ならびに同時係属の米国特許出願第１３／９０６，４５６号および第１３／９０６，４
８７号を参照されたい。これらの開示は、参照によりそれらの全体が本明細書に組み込ま
れる。）。例えば、エレクトロクロミックグレージングは、ガラスライトパネルの１つに
塗布または蒸着される一連の薄膜を含み得る。エレクトロクロミックグレージングまたは
被覆は、エレクトロクロミック材料を含み、該エレクトロクロミック材料は、エレクトロ
クロミックグレージング内で呈色または着色を生じさせることができる電位の印加に応じ
て、それらの光学特性を変化させることが知られている。これらのグレージングの一般的
用途としては、建築用窓、ならびに自動車のフロントガラスおよびミラーが挙げられる。
ＩＧＵの形成に関するさらなる詳細は、例えば、米国特許第７，３７２，６１０号および
同第７，５９３，１５４号に見出すことができ、それらの開示全体は、参照によりそれら
の全体が本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　当業者に知られているように、電気伝導バスバーは、一般的に、ガラスライトパネルの



(5) JP 2015-527279 A 2015.9.17

10

20

30

40

50

１つの表面に沿って適用され、よって、ＩＧＵの組み立てに応じて、バスバーは、断熱空
洞を形成するＩＧＵスペーサ／ポリイソブチレン（「ＰＩＢ」）シール、すなわち本明細
書で使用されるときの用語である「スペーサシール」の外側にあるか、または主にスペー
サシールの内側にある。例えば、図１で示されるように、ＩＧＵ１は、バスバー３が適用
されるガラスパネル２を有し得、よって、バスバー３は、主に、スペーサ５の側部、およ
びスペーサ５と、スペーサ５とほぼ同じ周辺部を有するガラスパネル２との間に配置され
るスペーサシール４の側部によって画定される周辺部内にある。示されるように、そのよ
うな構成において、バスバー３は、スペーサシール４の下でスペーサシール４およびスペ
ーサ５の周辺部の外側の領域まで延在して、ワイヤ９をはんだ付けすることができる接触
領域を提供して安定した電気的接続のための十分なはんだ接合部８を提供することができ
るバスバー３の端部上のバスバーはんだタブ７の形成を可能にするように適用されなけれ
ばならない。バスバーはんだタブ７は、アセンブリプロセス中に、またはＩＧＵの耐用年
数にわたって起こり得る僅かな動きの間に、スペーサ５とはんだ接合部８との間の望まし
くない接触による電気的短絡を防止するために、はんだ接合部８とスペーサ５との間に十
分な離間距離があるように配置しなければならない。加えて、はんだガンの先端部が着地
してはんだ接合部を作成するための空間を提供するために、また、場合によっては、バス
バーおよびバスバーはんだタブ上へのシーラントの追加を制限して、はんだ付けの後には
んだタブの腐食を防止すること、ならびにスペーサ５およびスペーサシール４と同様にス
ペーシングシール４に対向するスペーサシール１４によって画定されるＩＧＵの空隙から
、アルゴンまたは他の不活性ガスが漏出することを防止すること、の一方または双方を行
うために、十分な離間距離が必要である。
【０００４】
　十分な離間距離を提供するために、スペーサ５は、電気的接続性を必要としないＩＧＵ
よりも小さい周辺部を有するように寸法決定されている。しかしながら、その開示全体は
、参照によりそれらの全体が本明細書に組み込まれる米国特許出願第１３／７９７，６１
０号のように、ある建築用枠の構成では、掩蔽マスクが適用されなければ、より小さい周
辺部スペーサおよび対応するスペーサシールの一方または双方がフレームの可視領域内に
見えてしまい、該構成は、そのような建築用グレージング枠システムの美的な外観を向上
させるために使用され得るが、コストを増大させる一方で、さらに、電気的接続性を必要
としないＩＧＵと比較して、枠の可視領域の縮小を生じさせ得る。
【０００５】
　したがって、電気的相互接続に適応させるためのスペーサの周辺部の縮小を必要としな
い、ＩＧＵ空洞の中のバスバーに対する電気的相互接続に対する必要性が存在する。
【発明の概要】
【０００６】
　一実施形態に従う一態様において、電気的フィールドスルーは、電源または構成要素と
スペーサ枠によって画定され得るＩＧＵ空洞内のバスバーとの間の接触、したがって、電
気的相互接続を可能にする。スペーサ枠は、好ましくは、スペーサを含み得る。いくつか
の配設において、スペーサは、限定されないが、アルミニウム、鋼、ステンレス鋼、銅、
ベリリウム銅、黄銅、スズ、ニッケル、銀、チタン、ニッケルチタン、および他の剛性金
属、プラスチック、またはプラスチックもしくはポリマーの混合物等の材料で作製され得
る。スペーサは、好ましくは、非透過性または実質的に非透過性であり得る。いくつかの
配設において、スペーサは、電気伝導性であり得る。いくつかの配設において、フィード
スルーのためのアセンブリの構成要素の材料は、稀ガスおよび湿気の浸入を防止する組成
および密度を有する。いくつかの配設において、そのような接触は、接触クリップタイプ
のコネクタアセンブリを通して達成され得る。いくつかの配設において、そのような接触
は、より一般的な熱および音波はんだ付け技法のうちの一方または双方で達成され得、そ
れらは、バスバーが利用可能であるときに、ＩＧＵの閉鎖前に行われ得る。いくつかの配
設において、バスバーへの接触は、誘導はんだ付けもしくはレーザーはんだ付け、または
金パフタイプの接触を通して達成され得、それらは、ＩＧＵが閉じられた後に行われ得、
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また、ＩＧＵが密閉された後に行われ得る。
【０００７】
　いくつかの配設において、フィードスルーは、少なくとも電気絶縁性構成要素を含み得
、スペーサキーであり得る。いくつかの配設において、スペーサキーの材料は、ナイロン
（ポリアミドまたはポリアミドとの材料混合物）、ＮＯＲＹＬ（ポリフェニレンエーテル
またはポリフェニレンエーテルおよびポリスチレンの一方または双方との混合物）、ＰＶ
ＤＣ（ポリ塩化ビニリデン）、ＰＣＴＦＥ（ポリクロロトリフルオロエチレン）、ＥＣＴ
ＦＥ（エチレン－クロルトリフルオルエチレン）、ＰＶＦ（ポリフッ化ビニル）、ＰＶＣ
（ポリ塩化ビニル）、ＰＦＡ（パーフルロアルコキシフルオロカーボン）、およびＰＶＤ
Ｆ（ポリフッ化ビニリデン）等のフルオロポリマー、ＴＥＯＮＥＸ（ポリエチレンナフタ
レート）、ポリアクリロニトリル、ＰＰＡ（ポリフタルアミド）、ＰＡＩ（ポリアミドイ
ミド）、ＰＥＩ（ポリエーテルイミド）、マイラー（ポリエチレンテレフタレート）、Ｐ
ＢＴ（ポリブチレンテレフタレート）、ＴＰＵ（熱可塑性ポリウレタン）、プラスチック
混合物、パイレックス（登録商標）もしくはゴリラガラス、アルミナセラミック、窒化ア
ルミナ、ケイ酸マグネシウム等のステアタイトセラミック等のセラミック、ならびに電気
絶縁性被覆を含み得る金属（アルミニウム、鋼、ステンレス鋼等）、のいずれかから選択
され得る。
【０００８】
　一実施形態に従う一態様において、エレクトロクロミックデバイスであり得る絶縁グレ
ージングユニットは、スペーサ枠の中央のまたは中央領域を貫通し得る導体を含み得る。
導体は、限定されないが、可撓性の細いゲージワイヤ、ピン、または平坦なストリップ、
平坦なタブで作製され得、また、限定されないが、金属または導電性ポリマーで作製され
得る。導体は、少なくとも１つのバスバーと電気通信し得る。導体は、スペーサ枠、また
はスペーサ枠の導電性部分から絶縁され得る。
【０００９】
　一実施形態に従う一態様において、エレクトロクロミックデバイスであり得る絶縁グレ
ージングユニットは、１対の基材を分離するスペーサ枠を含み得る。スペーサ枠は、長さ
を有し得、また、長さに対して垂直な厚さを有し得る。絶縁グレージングユニットは、ス
ペーサ枠の幅を貫通し得る少なくとも１つの導電素子を含み得る。絶縁グレージングユニ
ットは、スペーサ枠内に少なくとも１つの第１の導電構成要素を含み得る。第１の導電構
成要素のいずれかは、導電素子のうちの対応する１つと電気通信し得る。導電素子のいず
れかは、スペーサ枠の幅を挟んで第１の導電構成要素の反対側の、導電構成要素であり得
る第２の構成要素と電気通信するように適合され得る。
【００１０】
　いくつかの配設において、第１の構成要素は、導電コイルであり得る。いくつかの配設
において、導電コイルは、時計回り方向および反時計回り方向の双方にカールし得る。い
くつかの配設において、導電コイルは、スペーサ枠の周辺部内でバスバーにはんだ付けま
たは別様には取り付けられる、直線部分を有し得る。いくつかの配設において、導電コイ
ルは、スペーサ枠の長さに対して平行な平面内でカールし得る。いくつかの配設において
、導電コイルは、スペーサ枠の長さに対して垂直な平面内でカールし得る。いくつかの配
設において、導電コイルは、スペーサ枠を貫通し得る。
【００１１】
　いくつかの配設において、導電素子は、第１のピンであり得る。いくつかのそのような
配設において、導電コイルは、第１の端部で第１のピンに取り付けられるばねであり得る
。いくつかのそのような配設において、導電コイルは、スペーサ枠の周辺部内でバスバー
と電気通信し得る。
【００１２】
　いくつかの配設において、絶縁グレージングユニットは、頭部を有し得る第２のピンを
含み得る。絶縁グレージングユニットは、スペーサ枠の周辺部内でスペーサ枠から延在す
るパッドを有し得、該周辺部内で、パッドは、受け穴、タブ、またはスロット特徴を有し
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得る。いくつかのそのような配設において、第２のピンは、パッドの受け穴を通ってバス
バーから延在し得る。いくつかのそのような配設において、ばねは、ばねの形状および位
置を維持するのを支援するために、第２のピンの周囲でコイル状にされ得る。いくつかの
配設において、カバーは、導電ピンを覆い得る。
【００１３】
　いくつかの配設において、第１の導電構成要素は、スペーサ枠の周辺部内でバスバーに
はんだ付けされ得る。いくつかの配設において、絶縁グレージングユニットは、導電素子
のいずれかのうちの１つを少なくとも部分的に封入または覆い得、また、第１の導電構成
要素のいずれかを少なくとも部分的に封入または覆い得るカバーを含み得る。いくつかの
そのような配設において、カバーは、スペーサ枠の周辺部内にあり得る。
【００１４】
　いくつかの配設において、絶縁管は、スペーサ枠の幅を横断して延在し得、また、その
幅を通って延在し得る。いくつかの配設において、絶縁管は、導電素子のうちの少なくと
も１つを取り囲み得るか、または封入し得る。
【００１５】
　いくつかの配設において、スペーサ枠は、１対の基材を分離し得るスペーサおよび絶縁
素子を含み得る。いくつかのそのような配設において、絶縁素子は、スペーサの導電スペ
ーサ端部を分離し得る。
【００１６】
　一実施形態に従う一態様において、エレクトロクロミックデバイスであり得る絶縁グレ
ージングユニットの密閉された境界を横断する電気的インターフェースを提供するための
システムは、長さを有し得、また、長さに対して垂直な厚さを有し得る、スペーサ枠を含
み得る。スペーサ枠の厚さは、スペーサ枠の長さに沿って１対の基材を分離し得、また、
密閉された境界の一部分を形成し得る。スペーサ枠はさらに、長さに対して垂直な幅を有
し得る。絶縁グレージングユニットは、密閉された境界を貫通する少なくとも１つの導電
素子を有する。絶縁グレージングユニットは、スペーサ枠の幅を挟んで両側の第１および
第２の構成要素を含み得る。第１および第２の構成要素の一方または双方は、導電構成要
素であり得る。導電素子のいずれかは、対応する第１および第２の構成要素の一方または
双方と電気通信し得る。
【００１７】
　いくつかの配設において、導電素子は、スペーサ枠を貫通し得る。いくつかの配設にお
いて、導電素子は、スペーサと１対の基材のうちの少なくとも１つとの間を通過し得る。
いくつかの配設において、スペーサ枠は、１対の基材を分離し得るスペーサおよび絶縁素
子を含み得る。絶縁素子は、スペーサの導電スペーサ端部を分離し得る。
【００１８】
　いくつかの配設において、絶縁グレージングユニットの密閉された境界は、１対の基材
のうちの１つからスペーサ枠を分離し得る少なくとも１つのシールを含み得る。いくつか
の配設において、導電素子は、（ｉ）そのようなシールのいずれか、（ｉｉ）そのような
シールのいずれかとスペーサ枠との間の空間、および（ｉｉｉ）そのようなシールのいず
れかと１対の基材のうちの１つとの間の空間、のうちの１つを貫通し得る。
【００１９】
　いくつかの配設において、導電素子は、少なくともスペーサ枠の壁に合致する金属バン
ドであり得る。壁は、スペーサ枠の幅の少なくとも一部分を画定し得る。いくつかの配設
において、導電素子は、フレキシブルプリント回路およびフレキシブルケーブルリボンの
うちの１つであり得る。いずれかのそのような配設のいくつかにおいて、フレキシブルプ
リント回路またはフレキシブルケーブルリボンは、スペーサと１対の基材のうちの１つと
の間を通過し得る。いずれかのそのような配設のいくつかの他のものにおいて、フレキシ
ブルプリント回路またはフレキシブルケーブルリボンは、スペーサ枠の周辺部によって画
定され得るＩＧＵ空洞内のバスバーと、スペーサ枠を貫通する導電素子との間に延在し得
る。
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【００２０】
　いくつかの配設において、第２の構成要素は、スペーサ枠に取り付けられ得、また、ス
ペーサ枠から延在し得るライザーまたはライザーの一部分によって、スペーサ枠から離間
され得る。いくつかの配設において、ライザーは、少なくとも１つの電気接点を含むか、
または封入し得る。いくつかのそのような配設において、そのような電気接点のいずれか
は、第２の導電構成要素がスペーサ枠の周辺部の外側にあり得る、第２の導電構成要素と
の電気的相互接続のために露出され得る。いくつかの配設において、ライザーは、ライザ
ーの両側の他の構成要素への、またはそれらからの少なくとも１つの電気接点または接続
部のための、絶縁パススルーであり得る。
【００２１】
　いくつかの配設において、第２の構成要素は、再分配構造を含み得、該再分配構造は、
スペーサ枠の周辺部の外側の１つ以上の他の構成要素との中央の電気接続を提供すること
、またはそこに電流を分配すること、のうちの一方または双方を行い得る。いくつかの配
設において、第２の構成要素は、ライザーを含み得る。いくつかの配設において、再分配
構造は、ライザーに取り付けられ得、また、そこから延在し得る。
【００２２】
　一実施形態に従う一態様において、エレクトロクロミックデバイスであり得る絶縁グレ
ージングユニットの密閉された境界を横断する電気的インターフェースを提供するための
方法が提供され得る。本方法は、絶縁グレージングユニットの密閉された境界を通して少
なくとも１つの導電素子を受容するステップを含み得る。絶縁グレージングユニットは、
長さを有し得、また、長さに対して垂直な幅を有し得る、スペーサ枠を含み得る。スペー
サ枠の幅は、スペーサ枠の長さに沿って１対の基材を分離し得、また、密閉された境界の
一部分を形成し得る。スペーサ枠は、長さに対して垂直な厚さを有し得る。本方法は、ス
ペーサ枠の幅を挟んで両側の第１および第２の導電構成要素のいずれかにおいて、導電素
子のいずれかを通して電流を受容するステップを含み得、第１および第２の導電構成要素
の一方または双方は、導電性であり得る。
【００２３】
　いくつかの配設において、絶縁グレージングユニットは、１対の基材のうちの１つから
スペーサ枠を分離する、少なくとも１つのシールを含み得る。そのようなシールは、密閉
された境界の追加的な一部分を形成し得る。導電素子のいずれかを受容するステップ中に
、そのような導電素子は、（ｉ）スペーサ枠、（ｉｉ）シール、（ｉｉｉ）シールとスペ
ーサ枠との間の空間、および（ｉｖ）シールと１対の基材のうちの１つとの間の空間、の
いずれかを貫通し得る。
【００２４】
　いくつかの配設において、スペーサ枠は、絶縁素子と、１対の基材を分離し得るスペー
サとを含み得る。絶縁素子は、スペーサの導電スペーサ端部を分離し得る。導電素子のい
ずれかを受容するステップ中に、導電素子が絶縁素子の少なくとも壁に合致するように、
導電素子は、（ｉ）絶縁素子を貫通する、および（ｉｉ）絶縁素子の周囲を通過する、の
うちの１つであり得る。絶縁素子の壁は、絶縁素子の幅の少なくとも一部分を画定し得る
。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】従来技術で知られているＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図２Ａ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠を通る電気的フィードスルー相互接続を
有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図２Ｂ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠を通る電気的フィードスルー相互接続を
有するＩＧＵの一部分の拡大斜視図である。
【図２Ｃ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーを通る電気的フィードスルー相互接続
を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図２Ｄ】一実施形態に従うＩＧＵを通る電気的フィードスルー相互接続で使用するため
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のコネクタの分解斜視図である。
【図２Ｅ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーを通る電気的フィードスルー相互接続
を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図２Ｆ】一実施形態に従うスペーサ枠を通る電気的フィードスルー相互接続を有するス
ペーサ枠の一部分の断面斜視図である。
【図２Ｇ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーを通る電気的フィードスルー相互接続
および分配のためのシステムの一部分の分解図である。
【図２Ｈ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠を通る電気的フィードスルー相
互接続および分配のためのそれぞれのシステムの一部分の断面斜視図である。
【図２Ｉ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠を通る電気的フィードスルー相
互接続および分配のためのそれぞれのシステムの一部分の断面斜視図である。
【図２Ｊ】一実施形態に従うライザーおよび対応する再分配コネクタの分解図である。
【図２Ｋ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーを通る電気的フィードスルー相互接続
のためのシステムの一部分の分解図である。
【図３Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサを通る電気的フィード
スルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図３Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサを通る電気的フィード
スルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図３Ｃ】一実施形態に従う電気的フィードスルー相互接続で使用するための３つの導電
コイルであって、コイルのそれぞれがバスバーに取り付けられ、他のコイルから所定の距
離離間される、導電コイルの概略側断面図である。
【図４Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサを通る電気的フィード
スルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図４Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサを通る電気的フィード
スルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図５Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図５Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図５Ｃ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図５Ｄ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図６Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図６Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の分解図である。
【図７Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーおよびスペーサ枠の周囲にそ
れぞれ電気的フィードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図７Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのスペーサキーおよびスペーサ枠の周囲にそ
れぞれ電気的フィードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の側断面図である。
【図８Ａ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図８Ｂ】いくつかの実施形態に従うＩＧＵのそれぞれのスペーサキーを通る電気的フィ
ードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の斜視図である。
【図９Ａ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠の周囲に電気的フィードスルー相互接続
を有するＩＧＵの一部分の切り取り斜視図である。
【図９Ｂ】一実施形態に従うＩＧＵのスペーサ枠の周囲に電気的フィードスルー相互接続
を有するＩＧＵの一部分の切り取り側断面図である。
【図９Ｃ】一実施形態に従うＩＧＵの複数のスペーサ枠の周囲に、およびそれらの間に電
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気的フィードスルー相互接続を有するＩＧＵの一部分の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本明細書で使用されるとき、「幅」および「長さ」という用語は、ガラスパネル等の基
材の平行表面に対して平行な方向を指す。「厚さ」という用語は、そのような基材の平行
表面に対して垂直な方向で測定される寸法を指すために使用される。「後方」および「外
側」という用語は、ＩＧＵの空洞から離れる、特徴の幅方向の方向に対して平行な方向を
指し、一方で、「前方」および「内側」という用語は、ＩＧＵの空洞に向かう、特徴の幅
方向の方向に対して平行な方向を指す。
【００２７】
　以下、図面を参照すると、図２Ａおよび２Ｂで示されるように、ＩＧＵ１１は、スペー
サ１０５と、ガラスライトパネル２等の基材上に配置される対向するスペーサシール４、
１４とを含み得る。スペーサ１０５等のスペーサは、本明細書でさらに説明されるように
、限定されないが、絶縁管、絶縁素子、またはスペーサキー等の他の特徴を含み得る、ス
ペーサ枠全体の一部分を形成し得る。ＩＧＵ１１は、スペーサ１０５の側部の長さに沿っ
て適用される、バスバー１３を含み得る。バスバー１３は、バスバー１３から離間される
別のバスバーとともに、ガラスライトパネル２に印加されるエレクトロクロミックグレー
ジングを通して電流を流す、主区間１６を有し得る。図２Ｂで最も良く示されるように、
バスバー１３は、限定されないが、ワイヤ１５等の導電素子がはんだ接合部１８において
取り付けられ得る、バスバーはんだタブ１８を含み得る。ワイヤ１５は、スペーサ１０５
の厚さを通って穴２１を貫通し得、また、スペーサ１０５の外面２０８の外側で導電構成
要素に取り付けられ得る。ワイヤは、限定されないが、ステンレス鋼またはチタン等の導
電材料で作製され得、また、導電めっきおよび耐食めっきを伴って、または伴わずに作製
され得る。このようにして、電流は、スペーサ１０５の内面２０７によって画定されるＩ
ＧＵ空洞の外側から、そのような構成においてＩＧＵ空洞内に全体が形成され得るバスバ
ー１３に供給され得る。示されるように、穴２１は、スペーサ１０５によって画定される
管空間１０６内に挿入される絶縁管１０を通して形成され得る。いくつかの配設において
、スペーサ１０５は、本明細書において上に記載されるように、限定されないが、ステン
レス鋼および他の材料等の電気伝導材料で作製され得る。いくつかのそのような配設にお
いて、絶縁管１０は、そうしなければワイヤ１５を通過する電流の短絡を防止するために
、スペーサによって、電気的相互接続からワイヤ１５を絶縁し得る。本実施例において示
されるようないくつかの配設において、絶縁管１０は、スペーサキーであり得るが、該ス
ペーサキーは、本実施例で示されるスペーサ１０５等の対応するスペーサとのそのインタ
ーフェースに関して、本明細書でより完全に説明される他のスペーサキー（例えば、図５
Ａのスペーサキー４５０Ａに関する説明を参照されたい）に類似する特徴を有し得る。
【００２８】
　図２Ａおよび２Ｂで示される管１０の区間等の管１０の可視部分は、限定されないが、
円形断面、示される実施例にあるような長方形、三角形、または楕円形等を含む、様々な
形状を有し得る。管１０は、管空間１０６の全部または一部分を通って延在し得る。絶縁
管１０は、ＰＶＤＣ、ＮＯＲＹＬ、およびナイロン等の電気絶縁性ポリマー、ならびにア
ルミナセラミック等のセラミックおよび本明細書において上に記載されるような他の材料
を含む、絶縁材料で作製され得る。図２Ａおよび２Ｂで示されるように、管１０は、ＩＧ
Ｕ空洞に面するスペーサ１０５の内面１０７と面一である表面を有し得る、前方プレート
を含み得る。管１０のそのような前方プレートは、管１０をスペーサ１０５の内面１０７
上へスナップ留めすることを可能にする、タブまたはクリップ（図示せず）を有し得る。
スペーサ１０５は、管１０の前方プレートに対して垂直な縁部面と噛合するための、およ
びスペーサ１０５内の管１０の挿入深さを制限するための、内面１０７からの、および空
間１０６内のステップインセットを含み得る。
【００２９】
　いくつかの代替の配設において、管１０は、本明細書で図３Ａおよび３Ｂに関してさら
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に説明されるように、実質的に絶縁管４０の形状を有し得、該絶縁管は、スペーサの内面
に対して当接し得る、前方プレート４１を含み得る。いくつかの配設において、管１０は
、図３Ａおよび３Ｂに関してさらに説明されるような１つ以上のシール、連結具、および
後方プレートとインターフェースし得るが、それらとのインターフェースに限定されない
。いくつかの代替の配設において、ワイヤは、ＩＧＵの構成要素間の相対的な動きに適応
するコイル（図示せず）の形態であり得る。そのようなコイル状ワイヤは、スペーサ内に
配置される絶縁管を貫通する、一方の端部がバスバー１３にはんだ付けされる、ばねであ
り得る。
【００３０】
　以下、図２Ｃを参照すると、ＩＧＵ１１Ａは、スペーサ１０５Ａの中へ挿入されるスペ
ーサキー１５０を含み得る。スペーサキー１５０は、中実または中空であり得る。複数の
導電ピン３９、さらにはいくつかの配設において単一のピンは、スペーサ１０５Ａの内面
によって画定されるＩＧＵ空洞内の電気的構成要素と、ＩＧＵ空洞の外側の電気的構成要
素（図示せず）との間でスペーサ１０５Ａを通した電気的相互接続のために、スペーサ１
０５Ａの幅を通って延在し得る。本実施例で示されるように、２つの外側ピン３９は、ガ
ラスライトパネル２に沿って適用されるそれぞれの外側バスバー１１７に接続され得、１
つの内側ピン３９は、それぞれのコネクタ１２０を使用して内側バスバー１１６に接続さ
れ得る。コネクタ１２０は、接触子２４と、ワイヤ１１９とを含み得る。ワイヤ１１９は
、一方の端部で接触子２４から延在し得、また、ワイヤ１１９の反対側の端部で接触パッ
ド１１８に連結され得る。いくつかの配設において、接触子２４は、限定されないが、示
されるようにピン３９に圧着されるか、もしくははんだ付けされ得、またはピンとの接続
を維持するためのクリップとして作用し得る。いくつかのそのような配設において、示さ
れるように、接触子２４のそれぞれは、それぞれのピン３９の周囲で互いに向かって圧着
される、２つの湾曲部を含み得る。いくつかの配設において、ワイヤ１１９は、限定され
ないが、示されるように、接触パッド１１８の中央受容区間内で圧着され得る。いくつか
の配設において、ワイヤ１１９は、バスバーにはんだ付けされ得る。いくつかの配設にお
いて、ワイヤ１１９は、限定されないが、中実ワイヤ、ばね、およびコイル状のワイヤを
含む、数多くの形態であり得る。ピン３９およびワイヤ１１９の一方または双方は、限定
されないが、ステンレス鋼、銅、アルミニウム、およびニッケルチタン、またはニチノー
ル等の材料で作製され得る。
【００３１】
　図２Ｃで示される配設に対する、図２Ｄで示されるような代替の配設では、複数のコネ
クタ２２０が、スペーサキー１５０のピン３９に取り付けられ得、ピン３９と内側バスバ
ー１１６および外側バスバー１１７との間の電気的相互接続を提供し得る。示されるよう
に、本実施例において、接触パッド２１８は、それぞれの内側バスバー１１６および外側
バスバー１１７に、限定されないが、示されるように締結具２２９によって取り付けられ
るか、はんだ付けされるか、または導電接着剤を通して接着され得る。示されるように、
接触パッド２１８の角度部分は、ガラスライトパネル２とある角度をなして延在し得る。
コネクタ２２０のそれぞれは、第１の接触子２２２と第２の接触子２２４との間に延在す
る、ワイヤ２１９を含み得る。示されるように、接触パッド２１８の角度部分は、平坦で
あり得、よって、示されるように圧着端子であり得る第１の接触子２２２は、それぞれの
接触パッド２１８の角度部分上へスライドされ得、第１の接触子２２２を、接触パッド２
１８の角度部分の周囲およびその上へ接続する。
【００３２】
　図２Ｅで例示されるように、図２Ｃで示される配設に対する別の代替の配設において、
ジャンパーワイヤであり得る複数のコネクタ１２０Ａは、第１の端部２４Ａおよび第２の
端部２４Ｂを有し得、該端部は、接触パッド１１８Ａ内の差込口の中へ挿入され得、その
ような差込口は、電子伝導性であり得、スペーサキー１５０Ａの一部分を通ってＩＧＵ空
洞から延在する第１の導電差込口３９Ａの中へ挿入され得る。示されるように、コネクタ
１２０Ａのそれぞれの第１の端部２４Ａは、直線状の頭部を含み得、第２の端部２４Ｂは
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、屈曲した頭部を含み得、それらは、接続されたときにコネクタ１２０Ａの屈曲を低減さ
せ得、また、コネクタに与えられる応力を低減させ得る。いくつかの配設において、端部
２４Ｂは、頭部に９０度の屈曲を有する。いくつかの配設において、コネクタ１２０Ａは
、示されるように絶縁され得る高フレキシブル２２ＡＷＧワイヤであり得る。
【００３３】
　いくつかの配設において、第１の差込口３９Ａは、スペーサキー１５０Ａの一部分を通
ってスペーサキー１５０Ａの外面から延在する、図２Ｅにおいて点線で示される随意のス
ペーサ差込口５９Ａおよび５９Ｂ等の、第２の差込口に電気的に接続され得る。示される
ように、第２の差込口５９Ａは、第１の差込口３９Ａに物理的に接触し得るか、または電
気伝導ブリッジ６０を通して第１の差込口３９Ａに電気的に接続され得る。次いで、ＩＧ
Ｕの外部の構成要素をＩＧＵ空洞内のバスバーに電気的に相互接続するために、雄型頭部
を有するジャンパーワイヤおよびケーブル等のコネクタが第２の差込口５９Ａ、５９Ｂ内
に受容され得る。
【００３４】
　以下、図２Ｆを参照すると、いくつかの配設において、複数の差込口３４、および差込
口３４内で同心円状に配置され得る対応するピン３９Ｂが、スペーサキー１５０Ｂの幅を
通って延在し得る。各ピン３９Ｂは、ピン３９Ｂの長手方向軸に沿って位置する厚さを有
するフランジ３７によって取り囲まれる、シャフト３６を含み得る。各差込口３４は、第
１の空洞５９Ｃを有し得、該第１の空洞は、フランジ３７に対する当接部としての役割を
果たし得、また、ピン３９Ｂおよび差込口３４の相対的な軸方向位置を維持するために使
用され得る。示されるように、ピン３９Ｂのシャフト３６の一方の端部は、差込口３４の
第２の空洞３５の中へ延在し得、よって、シャフト３６と第２の空洞３５との間に空間が
画定される。シール３８は、第１の空洞５９Ｃ内に受容され得、また、ピン３９Ｂのシャ
フト３６を取り囲み得る。示されるように、シール３８は、第１の空洞５９Ｃの基部に対
して、ピン３９Ｂのフランジ３７の後部で受容され得る。このようにして、シール３８は
、第１の空洞５９Ｃと第２の空洞３５との間のガスの漏出および湿気の導入を防止し得る
。
【００３５】
　図２Ｆでさらに示されるように、スペーサキー１５０Ｂは、対応する差込口３４の空洞
３５と整列され得る、複数の穴２１Ａを含み得る。追加的な内側シール６９Ａは、各差込
口３４の端部の周囲に形成され得る段部とスペーサ１５０Ｂの内壁との間に着座し得、よ
って、内側シール６９Ａは、対応する穴２１Ａの周辺を取り囲む。
【００３６】
　引き続き図２Ｆを参照すると、それぞれのソケットアセンブリ４９は、示されるように
絶縁性または非導電性であり得るソケットシェル４５と、シェル４５によって取り囲まれ
るソケットピン４７とを含み得る。いくつかの配設において、ソケットピン４７は、ソケ
ットシェル４５内に入れられ得、よって、ソケットピン４７の外面は、ソケットシェル４
５を通って延在する内孔と合致する。示されるように、ソケットアセンブリ４９のそれぞ
れは、それぞれの穴２１Ａを通して挿入されるように寸法決定され得る狭幅端部と、狭幅
端部をスペーサキー１５０Ｂの中へ受容した時点でスペーサキー１５０Ｂから離れる方向
に延在し得る幅広端部とを含む。ソケットピン４７は、外側空洞４７と、内側空洞４８と
を含み得る。
【００３７】
　それぞれのソケットアセンブリ４９を差込口３４の第２の空洞３５の中へ挿入した時点
で、ソケットピン４７は、ピン３９Ｂのシャフト３６とピン３９Ｂの第２の空洞３５との
間で受容され得る。ピン３９Ｂおよびソケットピン４７のそれぞれは、限定されないが、
ピン３９に関して本明細書において上で説明されるような導電材料で作製され得る。示さ
れるように、ソケットアセンブリ４９は、スペーサキー１５０Ｂの外面を通って、したが
って、対応するスペーサ枠（図示せず）のＩＧＵ空洞の周辺の外側、およびその外側で受
容され得る。このようにして、ピン３９Ｂと、限定されないが本明細書において上で説明
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されるコネクタ１２０、２２０等の対応するコネクタとの間での相互接続時に、ソケット
アセンブリ４９は、スペーサキー１５０Ｂがその中へ挿入され得る当該のＩＧＵ空洞内の
バスバーに電気的に相互接続され得る。
【００３８】
　限定されないが本明細書でさらに示され、説明される個別のピンまたはピグテールから
延在するピン等の、雄型コネクタ（図示せず）が、対応するソケットアセンブリ４９の外
側空洞４７の中へ挿入され得る。このようにして、バスバー等のＩＧＵ空洞内の構成要素
は、ＩＧＵの他の場所に、またはＩＧＵから離れた場所に電流を再配分するために、ソケ
ットアセンブリ４９と電気的に相互接続される電気的構成要素に電気的に相互接続され得
る。いくつかの配設において、ピグテールコネクタの複数のピンは、それぞれのソケット
アセンブリ４９の中へ挿入され得る。
【００３９】
　さらに示されるように、外側シール６９Ｂは、ソケットアセンブリ４９のそれぞれの狭
幅端部および広幅端部の交差点で、狭幅端部を取り囲み得る。故に、ソケットアセンブリ
４９が対応する穴２１Ａ内で、および対応する差込口３４の中へ受容されたときに、内側
シール６９Ａおよび外側シール６９Ｂの一方または双方は、ＩＧＵ空洞からのガスの漏出
を防止するように作用し得、また、ＩＧＵ空洞の中への湿気の浸入を防止するように作用
し得る。
【００４０】
　図２Ｇの配設で示されるように、ＩＧＵ１１Ｃのピン３９Ｂは、スペーサキー１５０Ｃ
によって画定される穴１２１を通って延在し得る。細長いライザー７０は、ライザー７０
の本体７１から延在する延長部７３を含み得、該延長部は、スペーサキー１５０Ｃのそれ
ぞれの穴１２１内に嵌合するように寸法決定され得、よって、ライザー７０の下面は、ス
ペーサキー１５０Ｃの外面に対して面一に配置され得る。示されるように、いくつかの配
設において、一連のライザーピン７２は、ライザー７０の本体７１の下面に対向する上面
から延在するそれぞれの空洞を通って延在し得る。さらに示されるように、いくつかのそ
のような配設において、ライザーピン７２のそれぞれの長手方向軸は、ピン３９Ｂのそれ
ぞれの長手方向軸に対して平行な方向に延在し得る。いくつかの配設において、延長部７
３は、内部接触子（図示せず）を含み得、該内部接触子は、ライザー７０が空間キー１５
０Ｃ内に受容されたときに、ピン３９Ｂおよびライザーピン７２を電気的に相互接続し得
る。他の配設において、ピン３９Ｂおよびライザーピン７２は、ライザー７０が空間キー
１５０Ｃ内に受容されたときに、互いに物理的に接触し得る。
【００４１】
　示される実施例において、本明細書でさらに説明されるように、ライザー７０は、限定
されないが、ポリイソブチレン（ＰＩＢ）、ケイ素、グレージングシリコーンを含むシリ
コーン、およびポリウレタン等の二次シールを、ＩＧＵ１１Ｂの組み立て中にスペーサキ
ー１５０Ｃの外面の上に蒸着させた直後に、ライザーピン７２が、二次シールの薄層を除
去した時点で、露出され得るか、または他の電気的構成要素との相互接続に少なくとも容
易に利用可能であり得る程度の幅を有し得る。このようにして、再分配コネクタ７５の底
面（図示せず）は、ライザーピン７２と物理的かつ電気的に相互接続し得る。
【００４２】
　いくつかの配設において、図２Ｇでさらに示されるように、再配分コネクタ７５は、ラ
イザー７０の本体７１によって画定される穴内に挿入され得る延長部を含み得る、プリン
ト回路基板コネクタであり得る。示される実施例にあるように、再分配コネクタ７５は、
図２Ｇで示されるように、ケーブルから延在する外部コネクタ７９等の、他の電源から続
く他のコネクタに取り付けるための対向する導管７７の間に、プリント回路基板を封入し
得る本体７６を含み得る。
【００４３】
　図２Ｇでさらに示されるように、ライザー７０は、横コネクタ７４を含み得、該横コネ
クタは、スペーサ１０５Ａおよびスペーサキー１５０Ｃの長さに対して平行に続くケーブ
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ル７８との電気的相互接続を提供するために、ライザーピン７２の長手方向軸に対して垂
直な方向に延在し得る。いくつかの配設において、ケーブル７８は、ライザー７０と、ス
ペーサキー１５０に、または別のスペーサキーもしくはスペーサ枠のスペーサの一部分に
電気的に接続される内側バスバー１１６および外側バスバー１１７以外の別のバスバーと
の間の電気的相互接続を提供し得る。
【００４４】
　図２Ｈで示されるように、図２Ｇで示される配設に対する代替の配設において、ピン７
２Ａは、ライザー７１Ａを通って再分配コネクタ７５Ａから延在し得、また、スペーサキ
ー１５０Ｄを通ってライザー７１Ａから延在し得る。スペーサキー１５０Ｄは、スペーサ
キー１５０Ｄの外面からスペーサ１０５Ａ等のスペーサによって画定されるＩＧＵ空洞の
中へ延在する、スペーサ差込口４５Ａを含み得、該スペーサ差込口の中へは、スペーサキ
ー１５０Ｄが挿入され得、その端部で、スペーサキー１５０Ｄは、そのようなスペーサの
一部分を電気的に絶縁するように分離し得る。
【００４５】
　スペーサキー１５０Ｄは、リップ４４と、一方の端部上の空洞４７Ａとを含み得る。示
されるように、スペーサキー１５０Ｄは、中実コアを有し得、よって、スペーサ差込口４
５Ａのリップ４４は、スペーサキー１５０Ｄの中に形成される段部上に載置され、該段部
は、スペーサキー１５０Ｄの中にスペーサ差込口４５Ａを配置するためのストッパを提供
し得、よって、スペーサ差込口４５Ａのリップ４４は、スペーサキー１５０Ｄの外面と面
一になる。さらに示されるように、スペーサ差込口シール３８Ａは、スペーサ差込口４５
Ａのリップ４４を取り囲み、また、それに当接し得る。このようにして、スペーサ差込口
シール３８Ａは、ＩＧＵ空洞内にあり得るガスの漏出を防止し得るか、またはＩＧＵ空洞
の中への湿気の浸入を防止し得る。ピン７２Ａの狭幅部分３６Ａは、差込口４５Ａの空洞
４７Ａ内に受容され得る。
【００４６】
　内側ライザーシール７３Ａは、ライザー７１Ａの長さに沿った、対向する溝に受容され
得る。図示されていないが、ライザーシール７３Ａは、ピン７２Ａを取り囲み得るが、示
されるように、該ピンとは接触し得ない。内側ライザーシール７３Ａは、スペーサキー１
５０Ｄの外面に対して密閉し得る。そのようなシール７３Ａは、ＩＧＵ空洞内にあり得る
ガスの漏出を防止し得るか、またはＩＧＵ空洞の中への湿気の浸入を防止し得る。本明細
書でさらに論じられるように、いくつかの代替の配設において、ライザーシール７３Ａは
、図２Ｉでピン７２Ｂに関して示されるように、ライザーシール７３Ａがピン７２Ａに接
触する程度の厚さを有し得る。
【００４７】
　図２Ｈでさらに示されるように、外側ライザーシール８９は、ライザーを通って延在す
るピン７２Ａを取り囲み得、また、該ピンに対して密閉し得る。いくつかの配設において
、示されるように、ピン７２は、ピン７２Ａの別の一部分よりも相対的に幅の広い周辺部
または直径を有し得、また、外側ライザー８９がそれに対して着座され得、密閉し得るラ
イザー７１Ａを通って延在し得る、一部分を含み得る。さらに示されるように、ピン７２
Ａは、ピン７２Ａから半径方向に延在するピンフランジ３７Ａが、再分配コネクタ７５Ａ
の筐体基部７６Ａに対して着座されるまで、再分配コネクタ７５Ａの内面から延在する穴
を通して受容され得る。示されるように、ピン７２Ａのフランジ３７Ａは、空洞内に着座
され得、また、再分配コネクタ７５Ａの筐体基部７６Ａ内の空洞に合致する形状を有し得
る。
【００４８】
　示されるように、ピン７２Ａは、再分配コネクタ７５Ａの筐体基部７６Ａ内に受容され
るプリント回路基板アセンブリ等の電気配線システム８９の対応する穴（図示せず）を通
って延在し得る。そのような穴は、プリント回路基板アセンブリ８９の導電接触子によっ
て画定され得る。再分配コネクタ７５Ａは、封入体を含み得、該封入体は、電気配線シス
テム８９を覆い得、また、該電気配線システムを絶縁し得る。このようにして、差込口４
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５Ａは、ピン７２Ａを通して再分配コネクタ７５Ａと電気的に相互接続され得る。差込口
４５Ａは、ＩＧＵ空洞内でバスバーと電気的に相互接続され得、よって、バスバーは、再
分配コネクタ７５Ａと電気的に相互接続され得る。
【００４９】
　図２Ｉで示されるように、図２Ｈで示される配設に対する代替の配設において、狭幅内
側部分３６Ｂおよび幅広外側部分４６Ｂを有する第１のピン７２Ｂまたは複数の第１のピ
ン７２Ｂは、差込口４５Ａの空洞４７Ａ内に受容され得る。示されるように、第１のピン
７２Ｂが差込口４５Ａの中に受容されるときに、幅広外側部分４６Ｂは、差込口４５Ａ内
のピン７２Ｂの挿入深さに対するストッパを提供するために、差込口４５Ａのリップ４４
に当接し得る。
【００５０】
　図２Ｉでさらに示されるように、第１のピン７２Ｂの幅広外側部分４６Ｂは、幅広外側
部分４６Ｂが差込口４５Ａのリップ４４と再分配コネクタ７５Ｂの筐体基部７６Ｂとの間
に延在する程度の長さを有し得る。そのような配設において、ライザー７１Ｂは、スペー
サキー１５０Ｄおよび再分配コネクタ７５Ｂの長さに対して平行な方向に延在し得る。ラ
イザー７１Ｂは、複数の幅広外側部分４６Ｂを取り囲み得る。いくつかの配設において、
シール７３Ａは、ライザー７１Ｂとスペーサキー１５０Ｄとの間に着座され得、よって、
本明細書において上で説明されるライザー７１Ａとは対照的に、ライザーは、差込口４５
のリップ４４に接触しない。ライザー７１Ｂは、限定されないが、再分配コネクタ７５Ｂ
の筐体基部７６Ｂの両側で長さに沿って溝の中へ押圧され得るゴムおよび他のエラストマ
ーシール等の、周辺部を有するシールまたは１対の離間されたシールに対して密閉し得る
。
【００５１】
　ピン７２Ｂの幅広外側部分４６Ｂは、第２のピン４９Ａのシャフトが受容され得る、空
洞４８Ａを含み得る。ピン４９Ａは、ピンフランジ３７Ｂを有し得、また、ピン７２Ａが
再分配コネクタ７５Ａの中へ延在し得るのと同じ様式で、再分配コネクタ７５Ｂの中へ延
在し得る。差込口４５Ａ、第１のピン７２Ｂ、および第２のピン４９Ａのそれぞれは、限
定されないが、本明細書において上で説明される説明される銅および他の導電材料等の導
電材料で作製され得る。このようにして、第１のピン７２Ｂおよび第２のピン４９Ａは、
互いに電気的に相互接続され得る。さらに、差込口４５Ａは、第１のピン７２Ｂおよび第
２のピン４９Ａを通して再分配コネクタ７５Ｂと電気的に相互接続され得る。故に、差込
口４５Ａは、ＩＧＵ空洞内でバスバーと電気的に相互接続され得、よって、バスバーは、
再分配コネクタ７５Ｂ、具体的には再分配コネクタ７５Ｂ内に配置される電気配線システ
ム８９と電気的に相互接続され得る。
【００５２】
　以下、図２Ｊを参照すると、図２Ｇで示される配設に対する別の代替の配設において、
ライザー１７０は、スペーサキー１５０Ｃのそれぞれの穴１２１の中へ挿入され得る、延
長部１７３を含み得る。再分配コネクタ１７５は、本体１７６から延在するピン１７２を
含み得、ピン１７２は、ピン１７２がライザー１７０の幅を貫通する穴を通して挿入され
得る程度の長さを有し得る。示される実施例において、ライザー１７０は、幅を有し得、
よって、本明細書でさらに説明されるように、その幅を貫通する穴は、二次シールの蒸着
後に二次シールの薄層を除去した時点で、露出され得るか、または少なくとも容易に利用
可能であり得る。このようにして、ピン１７２は、二次シールの蒸着後であっても、スペ
ーサキー１５０Ｃのピン３９Ｂと物理的に相互接続され得る。さらに示されるように、プ
ラグ１７７は、本体１７６と再分配コネクタ１７５のプラグ１７７との間に延在するケー
ブル１７８によって、ライザー１７０の本体１７６に取り付けられ得る。
【００５３】
　図２Ｋで示される別の配設において、ＩＧＵ１１Ｄは、スペーサ１０５Ａ内に挿入され
るスペーサキー２５０を含み得る。本実施例において、スペーサキー２５０は、陥凹部２
２１を含み得、よって、ピン１３９は、スペーサ１０５Ａの内面によって画定されるＩＧ
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Ｕ空洞から、スペーサキー２５０の幅を通って、スペーサキー２５０の外面から延在する
陥凹部２２１の中へ延在し得る。陥凹部２２１は、示されるいくつかの配設では、受容す
ることに限定されないが、ガスケット２７３を受容するように、またはいくつかの他の配
設では、一連の個別のガスケットを受容するように寸法決定され得る。ガスケット２７３
は、さらに示されるように、分離された穴を有し得、またはいくつかの配設では、個別の
ガスケットが、ピン１３９を受容し、取り囲むための穴を有し得る。
【００５４】
　示されるように、ピン１３９は、再分配コネクタ２７５の本体２７６から延在する雄型
構成のピン２７２をその中へ受容し得る、雌型構成を有し得る。そのような配設において
、ピン２７２はまた、それぞれ、ガスケット２７３の穴を通して挿入され得、よって、再
分配コネクタ２７５の本体２７６は、ガスケット２７３に対して面一に配置され得る。こ
のようにして、ガスケット２７３または複数のガスケットは、ピン１３９と、ピン１３９
がそれを通して挿入されるスペースキー２５０との間のインターフェースに沿って、ＩＧ
Ｕ空洞に浸入する湿気またはそこから漏出するガスに対するシールを提供し得る。図２Ｋ
でさらに示されるように、いくつかの配設において、プラグ２７７が他の電源との相互接
続のためにケーブル２７８から延在し得るように、再分配コネクタは、ピグテール構成を
有し得る。
【００５５】
　図３Ａで示されるように、ＩＧＵ１１１は、内面２０７の一部分が内側前方穴３１を画
定する内面２０７を有するスペーサ２０５を含み得、また、外面２０８の一部分が外側穴
３２を画定する外面２０８を有し得る。いくつかの配設において、示されるように、外側
穴３２は、内側前方穴３１の直径よりも大きい直径を有し得るが、一方で、他の配設にお
いて、内側前方穴３１は、絶縁管４０の同等にサイズ決定された部分を受容するために、
外側穴３２の直径よりも大きい直径を有し得る。
【００５６】
　示されるように、絶縁管４０は、射出成型等の、当業者に知られている任意の数のプロ
セスによって形成され得る、成形構造であり得る。絶縁管４０は、モノリシック構造であ
り得、また、限定されないが、本明細書において上で説明されるＰＶＤＣ、ＰＶＣ、およ
び他の絶縁もしくは非導電材料のうちのいずれか等の材料で形成され得る。絶縁管４０は
、内側前方穴３１の周囲で内面２０７との当接のための、前方プレート４１を含み得る。
前方プレート４１は、内側前方穴３１を覆い得、また、ＩＧＵ空洞内にあり得るガスの漏
出を防止するために、または湿気がＩＧＵ空洞の中へ浸入するのを防止するために、限定
されないが、前方プレート４１の周辺部または内側前方穴３１の直径の周囲に、シーラン
トが塗布され得る。絶縁管４０は、前方プレート４１から延在し得る、管コネクタ４２を
含み得る。示されるように、いくつかの配設において、管コネクタ４２は、円筒または実
質的に円筒であり得る。いくつかのそのような配設において、管コネクタ４２は、内側前
方穴３１内に嵌合する直径を有し得、また、いくつかの配設では、同様にスペーサ２０５
の外側穴３２を通って嵌合する直径を有し得る。
【００５７】
　絶縁管４０の管コネクタ４２は、連結具５０および連結シール６９の一方または双方と
の雄型－雌型接続部を形成し得る。図３Ａでさらに示されるように、いくつかの配設にお
いて、連結具５０は、絶縁管４０の管コネクタ４２の外径とほぼ同じ内周５１を有する、
円筒管であり得る。いくつかの配設において、結合シール６９は、管コネクタ４２の外径
としてほぼ同じ内周を有する、円筒ディスクの形状であり得る。図３Ａで示されるように
、そのような構成において、連結シール６９は、管コネクタ４２の周囲に配置され、そし
て、内側前方穴３１の周囲でスペーサ２０５の内面に対して着座され得、よって、連結シ
ール６９は、エレクトロクロミックＩＧＵにおいて一般に使用されるアルゴン等の不活性
ガスを含むガスがＩＧＵ空洞から漏出するのを防止するのと同様に、ＩＧＵ空洞から湿気
が浸入するのを防止する役割を果たす。いくつかの配設では、連結シール６９に加えて、
またはその代わりに、第２の連結シール（図示せず）が、スペーサ２０５の内面２０７と
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絶縁管４０の前方プレート４１との間でスペーサ２０５の内側前方穴３１の周囲に配置さ
れ得る。そのような第２の連結シールは、連結シール６９と同じまたは実質的に同じであ
り得る。
【００５８】
　絶縁管４０の管コネクタ４２および連結具５０の内周５１は、それぞれ、管４０および
連結具５０がねじ係合され得るように螺入され得る。代替の配設において、管４０および
連結具５０は、圧縮嵌合、すなわち、締まり嵌めで係合され得る。
【００５９】
　ＩＧＵ１１１は、スペーサ２０５の外面２０８と当接するための後方プレート３７１を
含み得る、後方管３７０を含み得る。後方管３７０は、後方プレート３７１から延在し得
る、後方フランジ７２を含み得る。後方フランジ３７２は、後方フランジ３７２が外側穴
３２内に嵌合するように、円筒または実質的に円筒であり得る。いくつかの配設では、連
結シール６９と同じもしくは実質的に類似するか、またはシーラントであり得るシール（
図示せず）が、絶縁管４０とのシールまたはシーラントの使用に類似する様式で、後方管
３７０とともに使用され得る。
【００６０】
　図３Ａでさらに示されるように、連結具５０の外端部は、連結具５０が後方管３７０の
対応する内周内に挿入され得るように、外周を有し得る。示されるように、いくつかの配
設において、内周は、後方管３７０の後方プレート３７１および後方フランジ３７２のそ
れぞれを通って延在し得る。いくつかの配設において、後方管３７０の内周は、連結具５
０の後面がそれに対して着座し得る段部（図示せず）を含み得る。代替の配設において、
後方管の後方フランジは、連結具５０の内周の後方部分への挿入のために寸法決定され得
る。
【００６１】
　剛性金属ピン等の導電素子２３９は、管コネクタ４２の内周（図示せず）の中へ挿入さ
れ得る。図３Ａで示される配設において、後方管３７０および連結具５０、ならびに外側
穴３２を密閉するために使用され得るガスケットおよびシーラント等の他の密閉要素の挿
入および取り付けを支援するために、より大きい外側穴３２は、スペーサ２０５内での利
用可能性を容易にし得る。そのような配設は、スペーサ２０５の内面が通気穿孔（図示せ
ず）を含むときに好ましくなり得る。いくつかの配設において、より大きい外側穴３２は
、スペーサ２０５の外側穴３２を通ってスペーサ２０５の内部を出る前に導電素子２３９
の長手方向軸から方向転換し始め得るワイヤ等によって、導電素子２３９への可撓接続を
可能にし得る。いくつかの代替の配設において、導電素子２３９は、スペーサを通って延
在するプレート状タブもしくは雌型差込口、またはスペーサの内面に対して平行に続き得
る平坦なパッドの形態であり得る。図３Ａで示されるように、導電素子２３９の内端部は
、２つのプロングを有する分岐区間４３を含み得る。
【００６２】
　さらに示されるように、導電コイル２５は、導電素子２３９に物理的に接続され得る。
導電コイル２５は、一方の端部に、絶縁管４０の分岐区間４３の中への挿入のための平坦
部分２６を有し得、また、反対側の端部に、垂直方向に延在し得るバスバー１３の接続区
間１７に取り付けられ得るタブ２８を有し得る。このようにして、絶縁管４０は、導電コ
イル２５を通してバスバー１３に電気的に接続され得る。いくつかの配設において、導電
コイル２５は、時計回り方向および反時計回り方向の一方または双方でコイル状になり得
る、巻回区間２６を有し得る。いくつかの配設において、示されるように、タブ２８は、
導電コイル２５の平坦部分の端部上に形成され得る。いくつかの配設において、タブ２８
は、限定されないが、バスバーに対してはんだ付けされ得る（図示せず）。
【００６３】
　図３Ａは、連結具５０の雌型接続部を係合するための雄型接続部として、絶縁管４０の
管コネクタ４２を示す。いくつかの代替の配設において、管コネクタは、雌型接続部を形
成し得、連結具５０は、雄型接続部を形成し得る。いくつかの他の代替の配設において、
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絶縁管４０は、管コネクタの外径が後方フランジの内径内に嵌合するときには、スペーサ
２０５の幅を通って後方フランジ３７２の中へ延在し得、また、管コネクタの内径が後方
管の後方フランジの外径よりも大きいときには、後方フランジの周囲に延在し得る。さら
に他の代替の配設において、後方管および連結具は、モノリシック構造、すなわち、一体
的またはワンピースの本体を形成し得、本明細書において図３Ｂで示され、さらに説明さ
れる、後方管４７０に類似し得る。
【００６４】
　さらに図３Ａを参照すると、ＩＧＵ１１１は、絶縁管４０および導電コイル２５を覆い
得る、カバー８０を含み得る。カバー８０は、限定されないが、四角柱形状または他の美
的に所望される形状であり得る。このようにして、絶縁管４０および導電コイル２５は、
望ましくは、枠の視認可能な領域の中で隠れて見えないようにされ得る。
【００６５】
　ＩＧＵ空洞を密閉して、ＩＧＵ空洞からガスが漏出するのを防止するために、および湿
気がＩＧＵ空洞に浸入するのを防止するために、限定されないが、ＰＩＢ、ブチル、エチ
レンビニルアルコール（ＥＶＯＨ）、エポキシドポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）、シ
リコーンおよびその混合物、ポリスルフィド（ｐｏｌｙｓｕｌｆｉｄｅまたはｐｏｌｙｓ
ｕｌｐｈｉｄｅ）、熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）、熱可塑性ポリウレタンエラストマ
ー（ＴＰＵＥ）、ポリスルホン（ＰＳＵ）およびその混合物（ポリフェニルスルホン（Ｐ
ＰＳＵ）およびその混合物、ポリエーテルサルホン（ＰＥＳＵ）およびその混合物、ＳＡ
Ｎ（スチレンアクリロニトリル）、ＡＳＡ（アクリロニトリルスチレンアクリレート）等
のシーラント（図示せず）が、連結シール６９とともに、またはその代わりに、前方穴３
１の周囲に塗布される。シーラントはまた、絶縁管４０とスペーサ２０５によって画定さ
れる前方穴３１とのインターフェースにおいて、絶縁管４０の周囲にも塗布され得る。
【００６６】
　以下、図３Ｂを参照すると、ＩＧＵ２１１は、ＩＧＵ２１１がＩＧＵ空洞内の複数のバ
スバーに対するスペーサ３０５を通した複数の相互接続を提供し得ることを除いて、ＩＧ
Ｕ１１１と実質的に同じであり得る。示される実施例では、スペーサ３０５を通した３つ
の別個の相互接続部が、絶縁管セット１４０によって作製され得る。絶縁管セット１４１
は、３つの別個の管コネクタ１４２がスペーサ３０５の内面３０７を通る３つの対応する
前方穴３１を通ってそこから延在し得る、単一の前方プレート１４１を含み得る。図３Ｂ
でさらに示されるように、いくつかの配設において、後方管４７０および対応する連結シ
ール１６９は、それぞれの外側穴３２を通して挿入され得る。このようにして、後方管４
７０および連結シール１６９は、絶縁管セット１４０のそれぞれの管コネクタ１４２に連
結され得る。示される実施例において、連結シール１６９は、シール１６９がそれぞれの
内側前方穴３１の周囲で密閉を提供するように、管コネクタ１４２の周囲に配置され得る
。本実施例においてさらに示されるように、管コネクタ１４２は、統合された後方管４７
０の中へ螺入され得る。
【００６７】
　いくつかの代替の配設において、図３Ａおよびその代替の配設に関して本明細書におい
て上で説明されるように、管コネクタ１４２のそれぞれは、後方管７０、連結具５０、お
よび連結シール６９のそれぞれの組み合わせ、またはそれらの変形例内に挿入され得、図
３Ａで示される後方穴３２と同じまたは類似するより大きい後方穴内に挿入され得る。そ
のような後方管７０、連結具５０、および連結シール６９のそれぞれは、図３Ａに関して
示され、説明される後方穴３２と同じ、または実質的に類似し得る、スペーサ３０５の後
方穴（図示せず）を通して挿入され得る。
【００６８】
　いくつかの代替の配設において、後方管は、３つの別個の後方フランジがそこから延在
し得る、統合されたまたはモノリシックで平坦な平後方プレート（図示せず）を含み得る
。そのような配設において、後方フランジは、図３Ａに関して示され、説明される連結具
５０と同じ、または実質的に類似し得る、それぞれの連結具とインターフェースし得る。



(19) JP 2015-527279 A 2015.9.17

10

20

30

40

50

このようにして、そのような代替の配設において、図３Ｂに関して示し、説明されるよう
な別個の前方穴３１は、絶縁管１４０等の絶縁管がその中へ挿入され得る単一のスロット
と置き換えられ得る。
【００６９】
　３つのピン１３９は、それぞれ、絶縁管セット１４１の管コネクタ１４２のそれぞれを
貫通し得る。ピンのそれぞれは、電気伝導性であり得る。ピンは、限定されないが、銅お
よび他の電気伝導めっき金属のいずれか等の材料で作製され得る。いくつかの配設におい
て、ピン１３９の外端部は、外端部がＩＧＵ空洞の外側上の対応する導電構成要素に接続
され得るように、スペーサ３０５を貫通し、後方管４７０を超え得る。そのような導電構
成要素は、例えば、当業者に知られているようにピン１３９との係合のための導電特徴を
有する、ピグテールワイヤハーネスまたはコネクタ型の頭部であり得る。いくつかの配設
において、ピン１３９の内端部は、それぞれ、対応する導電コイル１２５に取り付けられ
得る。いくつかのそのような配設において、導電コイル１２５は、（図３Ｃで示される代
替の配設に関してさらに示され、説明されるように）ピン１３９のそれぞれの内側部分の
周囲に円形パターンで巻き付き得る、接続部分１２６を含み得る。そのような構成におい
て、接続部分１２６は、ＩＧＵ２１１の輸送中および建築用枠の中への取り付け中のいず
れかにおいてそれぞれの導電コイル１２５が外れないように、ピン１３９のそれぞれの内
端部の周囲に緊密に巻きつけられ得る。いくつかの配設では、対応する主区間１１６およ
び接続区間１１７を有する１組の３つの離間されたバスバー１１３が、ガラスパネル２に
沿って適用され得る。示されるように、バスバー１１３のうちの２つの接続区間１１７は
、対応する主区間１１６から同じ方向に延在し得る一方で、１組のバスバー１１３のうち
の１つは、対応する主区間１１６から反対方向に延在し得る。そのような構成において、
導電コイル１２５は、接続部分１２６に対向するコイル１２５の端部がバスバー１１３の
接続区間１１７に沿った長手方向軸と整列され、それに接続されるように曲げられ得る。
いくつかのそのような配設において、接続部分１２６は、バスバー１１３の接続区間１１
７の端部と整列され、それに接続され得、図３Ａに関して説明されるタブ１２８等のタブ
であり得る。
【００７０】
　いくつかの配設において、導電コイルは、最低応力撓みおよび柔軟性が必要とされ、な
らびに最大の剛性が必要とされる方向において、そのような最低応力撓みおよび柔軟性の
一方または双方を可能にするために、様々な幅および厚さ（図示せず）のいずれかを有し
得る。同じく図示されていないが、建築用枠システムの中に配置されたときに、より美的
に好ましい視界をＩＧＵの可視領域内に提供するために、装飾カバーが絶縁管セット１４
０および導電コイル１２５の上に配置され得る。
【００７１】
　図３Ｃで例示されるように、ＩＧＵ空洞内からの、およびスペーサからの多数の相互接
続を可能にするＩＧＵのいくつかの代替の構成において、１組の導電コイル２２５は、ピ
ン１３９等の導電ピンを中心にコイル状にするためのそれぞれの接続部分２２６、および
バスバーの端部に対する取り付けのためのそれぞれの接続部分２２６と対応する端部との
間の巻回区間２２７を有し得る。示されるように、そのような構成において、１組の導電
コイル２２５のうちの１つのコイルの巻回区間２２７は、好ましくは、隣接するコイル２
２５の巻回区間２２７が互いに接触しないように、隣接するコイルの所定の場所でコイル
の長さに対して垂直である隣接するコイルの断面を通る面に重ならない。このようにして
、隣接する導電コイル２２５は、互いに接触することなく、かつコイル２２５の電気的短
絡を生じさせることなく、近接して配置され得、また、ＩＧＵ空洞内で同じ配向を有し得
る。
【００７２】
　図４Ａは、一実施形態の別の代替の配設を示し、図中、１つの絶縁管または複数組の絶
縁管は、ＩＧＵ空洞内のバスバーとＩＧＵ空洞の外側の導電構成要素との間の電気的相互
接続のために使用され得るピンを保持し得、また、整列させ得る。本実施例にあるように
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、ピン１３９は、絶縁素子２４０を貫通し得、いくつかの配設において、絶縁管１４０と
同じまたは実質的に同じであり得る。示されるように、導電コイル２２５は、スペーサ２
０５によって画定されるＩＧＵ空洞内に延在するピン１３９の内端部の下側に配置され得
る。導電コイルは、反対方向、すなわち、時計回り方向および反時計回り方向にコイル状
になる、対向する巻回区間２２７を有し得る。対向する巻回区間２２７の間の接続区間２
２６は、ピン１３９の内端部に対して押し付けられ得る。このようにして、接続部分２２
６は、ピン１３９との接触を維持し得る。
【００７３】
　さらに示されるように、導電コイル２２５は、導電コイルのタブ２２８において、スペ
ーサ２０５の長さに対して平行な方向に延在するバスバー２１３の接続部分２１７に取り
付けられ得る。ピンの外端部は、ワイヤコネクタ９０に接続され得る。このようにして、
バスバー２１３は、ワイヤコネクタ９０と電気的に相互接続され得る。図示されていない
が、本明細書において上で説明される配設にあるように、図３Ａに示されるカバー８０等
のカバーは、ＩＧＵ３１１の絶縁素子２４０および導電コイル２２５を覆って適所で固定
され得る。
【００７４】
　図４Ｂで示されるように、図４Ａの配設の変形例において、複数の絶縁素子３４０は、
ＩＧＵ４１１のスペーサ３０５の中へ挿入され得る。絶縁素子３４０がスペーサ３０５の
中へ挿入されるときにＩＧＵ空洞に向かって内側に延在し得る対向する押圧タブ３４５を
絶縁素子３４０が有し得ることを除いて、絶縁素子３４０は、いくつかの配設において、
絶縁素子２４０または絶縁管４０と同じ、または実質的に類似し得る。そのような押圧タ
ブ３４５は、絶縁素子３４０をスペーサ３０５の中へ押圧するために、または絶縁素子３
４０をスペーサ３０５から取り外すために、絶縁素子３４０の側部をより容易に握持する
ことを可能にし得る。
【００７５】
　さらに示されるように、いくつかのそのような配設において、１組の導電コイル３２５
は、バスバー２１３のそれぞれの接続部分２１７に取り付けられ得る、タブ３２８をそれ
ぞれが有し得る。それぞれのタブ３２８は、タブ３２８から導電コイル３２５の分離され
た接続区間３２６までカールし得る、２つの対向する巻回区間３２７の間に位置付けられ
得る。図４Ｂで示されるように、接続区間３２６は、図３Ｂで示されるように接続区間１
２６がピン１３９に巻き付けられ得、図３Ｃで示されるように接続区間２２６がそれぞれ
のピンに巻きつけられ得るのと同じ様式で、それぞれのピン１３９の内端部の周囲でコイ
ル状にされ得る。このようにして、複数の電気的相互接続が、絶縁素子３４０を通して確
立され得る。図４Ｂでさらに示されるように、１組のワイヤコネクタ１９０のそれぞれは
、絶縁素子３４０を貫通するピン１３９のそれぞれの内端部に対向する外端部に接続され
得る。各ワイヤコネクタ１９０は、離間され、ブリッジ１９３によって保持され得る、コ
イル状端部１９１、１９２を有し得る。ワイヤコネクタ１９０のコイル状端部１９１、１
９２のそれぞれは、対応する絶縁素子３４０を貫通するそれぞれのピン１３９に取り付け
られ得る。このようにして、平行する回路が、バスバー２１３と対応するワイヤコネクタ
１９０との間に形成され得る。
【００７６】
　本明細書において上で論じられる配設にあるように、カバーは、ＩＧＵ４１１の絶縁素
子３４０および対応する導電コイル３２５のそれぞれを覆って適所で固定され得る。その
ようなカバーの変形例において、カバー１８０は、図４Ｂで示されるように、スペーサ３
０５と押圧タブ３４５との間を摺動し得る１つ以上のタブ（図示せず）をカバー１８０の
空洞内に有し得る。このようにして、カバー１８０は、ＩＧＵ空洞に向かって内向きに面
するスペーサ３０５の内面３０７に対して保持され得る。
【００７７】
　以下、図５Ａを参照すると、ＩＧＵ５１１は、スペーサキー４５０を含み得、該スペー
サキーは、スペーサ４０５の分離されたスペーサ端部４０８、４０９内の開口部の中へそ
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れぞれ挿入するための対向するキー端部４５６を含み得る。示されるように、スペーサキ
ー４５０Ａは、肩区間４５７を含み得、よって、キー端部４５６のそれぞれは、肩区間４
５７の対向する縁部がそれぞれのスペーサ端部４０８、４０９に当接し得る地点まで、ス
ペーサ端部４０８、４０９の開口部のそれぞれの中へ挿入され得る。いくつかの配設にお
いて、スペーサキーは、米国仮出願第６１／６６４，９９２号で説明されるような、肩ス
ペーサキーであり得、その開示全体は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
スペーサキー４５０Ａは、スペーサ４０５との接触によって生じる電気的短絡を防止する
ために、絶縁材料で作製され得る。
【００７８】
　本実施例で示されるように、複数の電気接触パッド４４０が、ＩＧＵ空洞に向かってス
ペーサキー４５０から内向きに延在し得る。いくつかの配設において、接触パッド４４０
は、標準的な１２０Ｖのコンセントプラグ上のプロングと同じ寸法または類似する形状を
有し得る。接触パッド４４０のそれぞれは、それぞれの接続ピン４３０の端部の１つがそ
れを通って延在し得る、合わせ穴４４３を含み得る。それぞれの接続ピン４３０は、バス
バー２１３と導電パッド４４０との間の電気的相互接続を確立するために、外側バスバー
２１３および内側バスバー２１４を接触させるためのピンパッド４２９をそれぞれの対向
端部上に有し得る。
【００７９】
　いくつかの配設において、ピンパッド４２９は、バスバー２１３、２１４のそれぞれの
方向に、およびそれぞれから離れる方向に移動可能であり得る。示されるように、ワイヤ
コイル４２５は、それぞれの接続ピン４３０に巻き付き得る。示される実施例において、
ワイヤコイル４２５は、対向端部４２６、４２８の間に中央部分４２７を有する、コイル
ばねであり得る。そのような配設において、ワイヤコイル４２５は、それぞれの電気的接
触パッド４４０とピンパッド４２９との間で圧縮状態に維持され得る。このようにして、
ワイヤコイル４２５は、接続ピン４３０に対して力を印加し得、該力は、風または他の環
境条件等の外力がＩＧＵ５１１に印加されたときであっても、バスバー２１３、２１４に
対して接続ピン４３０を保持するために使用され得る。代替の配設において、ワイヤコイ
ル４２５は、可撓性を呈し得、よって、該ワイヤコイルは、外部的な支持がなければそれ
らの形状を維持しない。いくつかの代替の配設において、ピンパッド４２９の少なくとも
いくつかは、それぞれのバスバー２１３、２１４にはんだ付けされ得る。いくつかの配設
、特に、ピンパッド４２９がバスバー２１３、２１４にはんだ付けされ得る場合において
、接続ピン４３０は、そうしなければ接続ピン４３０に印加される曲げ力によって生じ得
る応力を低減させるために、可撓性であり得る。いくつかのそのような配設において、合
わせ穴４４３は、接続ピン４３０の少なくとも一部分が接続ピン４３０の長手方向軸に対
して垂直な方向に移動することを可能にするように寸法決定され得る。
【００８０】
　図５Ａでさらに示されるように、いくつかの配設において、ワイヤコイル４２５の端部
４２８は、限定されないがはんだ付け等によって、それぞれのピンパッド４２９に取り付
けられ得、ワイヤコイル４２５の端部４２６は、限定されないがはんだ付け等によって、
それぞれの接触パッド４４０に取り付けられ得る。このようにして、ワイヤコイル４２５
は、バスバー２１３、２１４とそれぞれの接触パッド４４０との間で電気的相互接続を確
立し得る。図５Ａでは示されていないが、接触パッド４４０のそれぞれは、スペーサキー
４５０Ａの幅を通って延在し得、よって、本明細書において上で説明されるように、接触
パッド４４０は、本明細書でさらに論じられる図５Ｂで示されるようなワイヤコネクタ９
０等により、ＩＧＵ空洞の外部にある導電構成要素に電気的に接続され得る。
【００８１】
　図５Ａでさらに示されるように、本明細書において上で論じられるようなカバーの他の
当該の配設に関して論じられるように、美的に望ましい外観を達成するために、カバー２
８０が、複数の接続ピン４３０および対応する複数の接触パッド４４０の上に配置され得
る。以下、図５Ｂを参照すると、ＩＧＵ５１１の変形例において、ＩＧＵ６１１は、スペ



(22) JP 2015-527279 A 2015.9.17

10

20

30

40

50

ーサキー４５０Ｂを含み得、該スペーサキーは、カバー２８０の代わりに筐体５５７がス
ペーサキー４５０Ｂの肩区間４５７の周囲に配置され得ることを除いて、スペーサキー４
５０Ａと同じ、または実質的に同じであり得る。筐体５５７は、接触パッド４４０を受容
するための管状区間を有する、ＩＧＵ空洞に向かって内側に面する内側パネル４８０と、
接続ピン４３０と、接続ピン４３０に巻き付けられたときのワイヤコイル４２５とを含み
得る。筐体５５７はさらに、スペーサキー４５０Ｂの肩区間４５７のもう一方の側部に巻
き付き得る、本体４８１を含み得る。いくつかのそのような配設では、バスバー１１３と
対応するワイヤコネクタ９０との間の電気的相互接続を可能にするために、接触パッド４
４０がワイヤコネクタ９０に取り付けられ得るように、接触パッド４４０は、スペーサキ
ー４５０Ｂの幅を通って延在し得る。ＩＧＵ６１１の代替の配設において、筐体および肩
区間は、互いにモノリシック構造（図示せず）を形成し得る。
【００８２】
　図５Ａで示される配設に対する代替の配設において、図５Ｃは、スペーサキー４５０Ａ
の代わりにスペーサ４０５とともに使用され得る、スペーサキー５５０Ａを示す。そのよ
うな配設において、スペーサキー５５０Ａは、肩区間５５７と、スペーサ４０５の分離さ
れたスペーサ端部４０８、４０９の中へそれぞれ挿入するための対向するキー端部５５６
とを含み得る。示されるように、対向するキー端部５５６は、キー端部５５６の長さに沿
って、端部にフィンを有する。いくつかの配設において、スペーサキー５５０Ａは、ライ
ザー４７１を含み得、該ライザーは、示されるように、肩区間５５７とのモノリシック構
造、すなわち、ワンピースのまたは統合された本体を形成し得、または別個の統合構造体
であり得、さらには、肩区間５５７の中へ少なくとも部分的に挿入され得る１つの別個の
構造体もしくは複数の別個の構造体であり得る。いくつかの配設において、スペーサキー
５５０Ａは、図５Ａに関して説明されるプロング４４０と実質的に同じ形状を有し得る、
プロング５４０を含み得る。いくつかの配設において、プロング５４０は、ライザー４７
１および肩区間５５７双方の幅を通って、ＩＧＵスペーサ４０５によって画定されるＩＧ
Ｕ空洞（図５Ｃでは図示せず）の中へ延在し得る長さを有し得る。
【００８３】
　図５Ｃでさらに示されるように、再分配コネクタ５７５は、再分配コネクタ７５に実質
的に類似する特徴を含み得るが、該特徴は、ライザー４７１の中へ挿入するように寸法決
定され得る延長部５７３を含み得る。いくつかのそのような配設において、さらに示され
るように、延長部５７３は、スペーサキー５５０Ａの接触パッド５４０を受容するように
寸法決定され得る、延長部５７３の中央に位置するスリットまたは長穴を画定し得る。こ
のようにして、本明細書において上で説明されるように、ＩＧＵ空洞内に蒸着されるバス
バーは、ＩＧＵの外部の電気構成要素に電気的に相互接続され得る。
【００８４】
　図５Ａおよび５Ｃで示される配設の代替の配設では、接触パッド４４０および５４０等
の接触パッドの代わりに、示されるようにドーム形状であり得る上部接続頭部５４１がＩ
ＧＵ空洞内に延在し得る。示されるように、ドーム形状であり得る下部接続ヘッド５１８
は、限定されないがはんだ付け等によって、ＩＧＵ空洞内のバスバーに取り付けられ得る
。いくつかのそのような配設において、有線ピン５２５は、それぞれの上部接続頭部５４
１内に挿入されるように寸法決定され得る、上部ドーム５３０を含み得、また、それぞれ
の下部接続頭部５１８内に挿入されるように寸法決定され得る、下部ドーム５２９を含み
得る。さらに示されるように、ばね５２７は、有線ピン５２５の下部ドーム５２９および
上部ドーム５３０を接続する中央シャフトに巻き付き得る。いくつかの配設において、中
央シャフトは、入れ子式であり得る。このようにして、有線ピン５２５は、下部接続ヘッ
ド５１８および上部接続ヘッド５４１との間で圧縮状態に維持される一方で、ＩＧＵが受
ける環境応力等の外力によって生じる、下部接続ヘッド５１８および上部接続ヘッド５４
１との間の相対的な動きを可能にする。いくつかの配設において、少なくとも、下部接続
頭部５１８および上部接続頭部５４１の凹状の裏側は、本明細書において上で説明される
他の電気的接続配設に関して説明されるように、ＩＧＵ空洞の外部の電気構成要素と、そ
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れぞれの下部接続ヘッド５１８が取り付けられ得るバスバーとの間の電気的接続を可能に
するために、電気伝導性であり得る。
【００８５】
　以下、図６Ａを参照すると、ＩＧＵ７１１は、スペーサキー６５０の外面から内向きに
延在し得る陥凹部６２１を含み得る、スペーサキー６５０を含み得る。いくつかの配設で
は、複数の関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂが、陥凹部２２１に取り付けられ得る。示さ
れるように、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂは、限定されないがピンまたは締結具等に
よって、陥凹部２２１の側壁に取り付けられ得、よって、接触子６３９Ａ、６３９Ｂはそ
れぞれ、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂが完全に陥凹部２２１内にある全閉位置から、
関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂがスペーサキー６５０から離れて外向きに延在する全開
位置まで、別々に回転し得る。このようにして、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂは、ア
センブリプロセスの一部分、一般的に、ＩＧＵ７１１の自動化されたアセンブリプロセス
のそのような一部分にある間、閉位置に置かれ得る。次いで、他のプロセス、一般的には
その後の組み立てプロセス中に、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂは、開位置にされ得、
よって、ライザー６７０が関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂを覆って配置され得、よって
、ライザー６７０によって画定され、それを通って延在する穴が、延長された接触子６３
９Ａ、６３９Ｂを取り囲む。接触子６３９Ａ、６３９Ｂは、スペーサキー７５０の一部分
を通って、本明細書において上で説明されるようなＩＧＵ空洞の中へ延在するピン（図示
せず）に接続され、接触子６３９Ａ、６３９Ｂと、本明細書において上で説明されるよう
なＩＧＵ空洞内のガラスライトパネルに適用されるバスバーとの間の電気的相互接続を提
供し得る。
【００８６】
　いくつかのそのような配設において、図６Ａでさらに示されるように、ライザー６７０
は、本体６７１と、延長部６７３と、ライザー６７０を通って延在する穴の長手方向軸に
対して垂直な方向に延在する、横コネクタ６７４を含み得る。複数のケーブル６７８Ａ、
６７８Ｂが横コネクタ６７４に挿入され、したがって、それに電気的に相互接続され得、
また、ライザー６７０と他のバスバーまたはスペーサキーの一方または双方との間の、ま
たは他の電気構成要素への電気的相互接続を提供し得る。
【００８７】
　スペーサキー６５０の関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂを覆うライザー６７０の配置に
続いて、再分配コネクタ６７５が、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂに物理的に接続され
得、よって、ピン６７２Ａ、６７２Ｂが、ライザー６７０によって画定される穴を通して
、関節型接触子６３９Ａ、６３９Ｂ内へ挿入され得る。示される実施例にあるようないく
つかの配設において、再分配コネクタ６７５のピン６７２Ｃ、６７２Ｄは、それぞれ、ラ
イザー６７０を通して、ケーブル６７８Ａ、６７８Ｂに電気的に接続され得る。再分配コ
ネクタ６７５は、図２Ｋに関して説明される構成に類似するピグテール構成を有し得、よ
って、本明細書において上で説明されるように、スペーサキー６５０およびケーブル６７
８Ａ、６７８Ｂのいずれかは、周辺の電気的構成要素（図示せず）と通信し得る。
【００８８】
　図６Ｂで示される別の配設において、ＩＧＵ８１１は、スペーサキー７５０を含み得、
該スペーサキーは、それぞれのケーブル７３９Ａ、７３９Ｂが配置され得るスペーサキー
７５０の外面から内向きに延在する、複数の陥凹部７２１Ａ、７２１Ｂを含み得る。この
ようにして、ＩＧＵ８１１を組み立てるプロセスの一部分の間、ケーブル７３９Ａ、７３
９Ｂは、ケーブル７３９Ａ、７３９Ｂがスペーサキー７５０の外面より上側に突出しない
ように、陥凹部７２１Ａ、７２１Ｂ内に挿入され得る。ケーブル７３９Ａ、７３９Ｂは、
本明細書において上で説明されるように、スペーサキー７５０の一部分を通ってＩＧＵ空
洞の中へ延在するピンに接続されて、ケーブル６３９Ａ、６３９Ｂと、ＩＧＵ８１１のＩ
ＧＵ空洞内のガラスライトパネルに適用されるバスバーとの間の電気的相互接続を提供し
得る。
【００８９】
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　スペーサキー７５０に隣接する再分配コネクタ７７５は、導管７７７を含み得る。ある
アセンブリプロセス中に、ケーブル７３９Ａ、７３９Ｂがそれぞれの陥凹部７２１Ａ、７
２１Ｂから取り出され得、そして、ケーブル７３９Ａ、７３９Ｂ、６７８Ａ、および６７
８Ｂのいずれかが導管７７７内に受容され得る。このようにして、これらのケーブルのそ
れぞれの柔軟性は、再分配コネクタ７７５を、ＩＧＵ８１１の外側にあり、そこから分離
される貯蔵ポケットの中に配置することを可能にし得る。
【００９０】
　以下、図７Ａを参照すると、一実施形態において、ＩＧＵ９１１は、スペーサ４０５内
に挿入され得るスペーサキー８５０と、限定されないがはんだ付け等によってそれぞれの
バスバー１１３に取り付けるためのタブ８２８を有する、複数の導電コイル８２５とを含
み得る。導電コイル８２５のそれぞれは、巻回区間８２４を含み得、該巻回区間は、それ
ぞれの巻回区間８２４がスペーサキー８５０に接触するまで、それぞれのバスバー１１３
からスペーサキー８５０の方向にカールし得る。示されるように、いくつかの配設におい
て、それぞれの導電コイル８２５の内側区間８２７は、スペーサキー８５０の内面８６７
に沿って延在し得る。さらに示されるように、それぞれの導電コイル８２５は、（図７Ｂ
の代替の配設で示される）スペーサシール１４がそれに対して配置され得るスペーサキー
８５０の表面の周囲に延在し得る。図７Ａでは示されていないが、導電コイル８２５はさ
らに、図７Ｂで提案されるように、内面８６７に対向するスペーサキー８５０の外面に沿
って延在し得る。
【００９１】
　図７Ｂで示されるように、代替の配設において、ＩＧＵ１０１１は、導電コイル９２５
を含み得、該導電コイルは、スペーサシール４と、スペーサシール４がガラスパネル２に
沿って配置され得るスペーサ４０５との間の空間を貫通し得る。図７Ｂで示されるように
、導電コイル９２５は、バスバー１１３に取り付けられ得る、タブ９２８を含み得る。こ
の配設で示されるように、導電コイル９２５は、限定されないがねじまたは釘等の締結具
９２９によって、バスバー１１３を通してガラスパネル２に取り付けられ得る。このよう
にして、導電コイル９２５は、バスバー１１３に電気的に接続され得る。導電コイル９２
５はさらに、巻回区間９２４を含み得、該巻回区間は、巻回区間９２４がスペーサシール
４に隣接するスペーサ４０５の内面４０７の一部分に対して面一になり得るまで、バスバ
ー１１３からスペーサ４０５の方向にカールし得る。図７Ｂで示されるように、スペーサ
シール４とスペーサ４０５との間に画定される空間を通した挿入の後に、導電コイル９２
５の外側区間９２７は、スペーサ４０５の外面４０８に沿って延在し得、次いで、スペー
サ４０５から離れる方向に湾曲して、導電構成要素９９９との相互接続のための棚９３１
を提供し得る。そのような導電構成要素は、限定されないが、本明細書において上で説明
されるようなばねまたは他のタイプの導電構成要素であり得る。いくつかの配設において
、そのようなばねは、ステンレス鋼または他の導電性材料で作製され得る。いくつかの配
設において、そのようなばねは、コイルばねまたは板ばねであり得る。いくつかの配設に
おいて、導電構成要素は、電気伝導度を向上させるために、めっきされ得る。
【００９２】
　以下、図８Ａを参照すると、ＩＧＵ１１１１は、スペーサキー１１５０の幅を通って延
在する導電プレート１１３９を有する、スペーサキー１１５０を含み得る。本実施例にお
いて、フレキシブルプリント回路リボン１１１５内のトレース（図示せず）は、トレース
の一方の端部上のプレート１１３９のそれぞれ１つ、およびトレースのもう一方の端部上
のそれぞれのバスバー１１６、１１７に接触し得る。フレキシブルプリント回路リボン１
１１５は、リボン１１１５によって画定される対向する複数組の第１の開口部１１２４お
よび第２の開口部１１２５を含み得る。示されるように、いくつかの配設において、第１
の開口部１１２４のそれぞれは、プレート１１３９のそれぞれ１つを受容するように寸法
決定され得、また、いくつかの配設において、第２の開口部１１２５のそれぞれは、それ
ぞれの第２の開口部１１２５だけを通したはんだ付け接続を可能にする、はんだマスクと
して作用し得る。さらに示されるように、いくつかの配設において、開口部１１２４、１
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１２５のいずれかは、限定されないが十字の輪郭形状を有し得る。
【００９３】
　いくつかの配設において、プリント回路リボン１１１５は、スロット１１４１を含み得
、該スロットは、リボン１１１５に取り付けられる上で述べられる特徴のいずれかの相対
的な動きの間、リボン１１１５に応力緩和を提供し得る。いくつかの配設において、プリ
ント回路リボン１１１５は、リボン１１１５を屈曲させてガラスライトパネル２に合致さ
せ得るように、および屈曲させてスペーサキー１１５０の内面に合致させ得るように、柔
軟であり得る。
【００９４】
　図８Ｂで示されるような別の実施例において、ＩＧＵ１２１１は、スペーサキー１２５
０と、フレキシブルプリント回路１２１５とを含み得る。スペーサキーは、限定されない
がピン、パッド、またはプレート等の導電構成要素（図示せず）を有し得、該導電構成要
素は、スペーサキー１２５０を通って延在し得、また、フレキシブルプリント回路１２１
５の一方の端部上で、第１のコネクタ頭部１２２４のそれぞれの差込口（図示せず）に接
続され得る。示されるように、フレキシブルプリント回路１２１５の反対側の端部は、一
連のリボン１２４１によって第１のコネクタ頭部１２２４に取り付けられ得る、第２のコ
ネクタ頭部１２２５を有し得る。第２のコネクタ頭部１２２５は、コネクタ頭部１２２５
の先端部によって画定される、導電溝１２１８を含み得る。
【００９５】
　ピンパッド１２２８は、限定されないがはんだ付け等によって、ＩＧＵ１２１１のＩＧ
Ｕ空洞内のバスバー１１６、１１７のそれぞれ１つに取り付けられ得る。ピンパッド１２
２８は、対向する頭部（図示せず）によって分離される、例えば、ダンベルの形態のシャ
フト、または示されるようなシャフトおよび頭部を有し得る。ピンパッド１２２８のそれ
ぞれの頭部は、第２のコネクタ頭部１２２５をピンパッド１２２８に取り付けるために、
第２のコネクタ頭部１２２５の溝１２１８がピンパッド１２２８のシャフトの周囲に圧縮
嵌合で挿入され得るような距離だけ離間され得る。このようにして、ＩＧＵ空洞内のバス
バー１１６、１１７のいずれかは、スペーサキー１２５０を通って延在する導電構成要素
に、ならびにスペーサキー１２５０を通って延在する導電構成要素と電気的に相互接続さ
れ得る任意の対応する導電構成要素に、電気的に相互接続され得る。示されるように、リ
ボン１２４１は、プリント回路リボン１２１５がスペーサキー１２５０およびピンパッド
１２２８に取り付けられるときに、本明細書において上で説明されるＩＧＵ１１１１のス
ロット１１４１に類似する様式で応力緩和を提供するために、離間され得る。
【００９６】
　以下、図９Ａおよび９Ｂを参照すると、ＩＧＵ１３１１は、スペーサシール４Ａと１４
との間にスペーサ１３０５を含み得る。示されるように、図８Ａで示されるフレキシブル
プリント回路１１１５に実質的に類似し得るフレキシブルプリント回路１３１５は、限定
されないがはんだ付け等によって、プリント回路１３１５の一方の端部上に、スペーサ１
３０５の内周によって画定される、ＩＧＵ空洞内の内側バスバー１１６および外側バスバ
ー１１７のいずれかに取り付けられ得る。本実施例において、フレキシブルプリント回路
内のトレースは、バスバー１１６、１１７とトレースとの間の電気的相互接続のために、
それぞれのバスバー１１６、１１７と整列され得る。図９Ｂで最も良く示されるように、
フレキシブルプリント回路１３１５は、スペーサシール４Ａおよびリボンシール４Ｂの双
方がスペーサ１３０５とガラスライトパネル２との間に延在する、スペーサシール４Ａと
隣接するリボンシール４Ｂとの間を通過し得る。このようにして、フレキシブルプリント
回路１３１５は、バスバー１１６、１１７からＩＧＵ空洞の外側の電気的構成要素への電
気的相互接続を可能にし得る。いくつかの配設において、スペーサシール４Ａおよびリボ
ンシール４Ｂは、本明細書において説明されるような、弾性シール、接着剤シーラント、
または剛性接合材料のいずれかであり得る。
【００９７】
　図９Ｃで示される実施例において、ＩＧＵ１５１１は、外側のガラスライトパネル２お
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よび２Ｂからそれぞれのスペーサ１４０５、１５０５によって分離され得る、中央ガラス
ライトパネル２Ａを含み得る。例示されるように、フレキシブルプリント回路１５１５は
、スペーサ１４０５、１５０５の内周によって画定されるＩＧＵ空洞の間を通過し得る。
示されるように、フレキシブルプリント回路１５１５は、図９Ｂで最も良く示されるよう
に、フレキシブルプリント回路１３１５に関して本明細書において上で説明される様式と
同じ様式で、スペーサシール４Ａおよび隣接するリボンシール４Ｂによって両端部上で密
閉され得る。このようにして、それぞれのスペーサ１４０５、１５０５によって画定され
るＩＧＵ空洞内に位置するバスバーまたは他の電気伝導構成要素は、電気的に相互接続さ
れ得る。
【００９８】
　代替の配設では、米国特許出願第１３／６１０，１４３号で説明されるように、ＩＧＵ
の周囲のおよびそれを通る、限定されないが平坦なリボンケーブル、個別の絶縁ワイヤ、
および種々の接続等の、他のタイプの電気コネクタがスペーサとガラスライトパネルとの
間を貫通し得、その開示全体は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【００９９】
　ＩＧＵの組み立てプロセス中に、別の実施形態によれば、ＰＩＢ二次シールの表面に、
またはその下側に位置し得るスペーサまたはスペーサキーを通した電気的相互接続を提供
する接触子に対する利用可能性を提供するために、種々のプロセスが利用され得る。いく
つかの配設では、限定されないが透明ポリマー、折り畳まれた紙、または一時的なタック
テープであり得るマスクが、自動化された二次シール充填中に、当該の接触子の上に塗布
または配置され得る。このようにして、マスクは、他の構成要素との物理的な接続のため
の接触子を露出させるために、シール充填後に除去され得、図２Ｋ、６Ａ、および６Ｂの
いずれかで示されるような構成をもたらす。そのような配設において、他の構成要素との
物理的な接続が行われた後、マスクによって残された二次シール充填部の空隙を充填する
ために、第２の、一般的に人手による、二次シール充填が行われ得る。
【０１００】
　ライザーを使用するような他の配設において、マスクは、ライザーの外面に合致し得る
か、またはその中へ挿入され得、ライザーの外面は、自動化されたシール充填後に、二次
シール充填部の外面に、またはその近くに延在し得る。このようにして、マスクは、人手
によるシール充填を行うことを必要とすることなく、ライザー内に延在する接点露出させ
るために、ライザーの外面から除去され得る。そのような構成において、マスクは、シー
ル充填を行う機械がマスクの上を通過することを可能にするために、一般的に、平坦な輪
郭を有し得る。いくつかの配設において、そのようなマスクは、使い捨ての剥離ポリスキ
ンシールであり得る。いくつかの配設において、マスクは、ガラスライトパネル上に静置
され得る脚部を有する、ポリマーであり得る。いくつかの配設において、マスクは、二次
シール充填部から突出するように二次シール充填部からある角度で延在する、可撓性部分
を有し得る。
【０１０１】
　ＩＧＵ内のバスバーと、ＩＧＵ空洞の外部の導電構成要素との間の相互接続のための、
本明細書において上で説明される任意の構造は、スペーサキー等の導電部分または絶縁部
分を含む、ＩＧＵスペーサ枠の任意の一部分とともに使用され得ることに留意されたい。
ＰＣＴ公開第ＷＯ２０１２／１７１８４４Ａ１号で開示されるようなスペーサキーを通し
た相互接続等の、本明細書に記載される開示に従う他の配設の相互接続も想定され、その
開示は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１０２】
　本明細書において上で説明されるいくつかの態様、実施形態、および配設は、雄型およ
び雌型インターフェースを有するように説明されているが、そのような態様、実施形態、
および配設は、そのような雄型および雌型インターフェースが逆になること含むことを理
解されたい。例えば、ピンまたは電気的接点が別の電気的接点に挿入される任意の雄型－
雌型相互接続または他の相互接続が逆にされ得、よって、本明細書で説明される雄型接点
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【０１０３】
　本明細書において上で説明される態様、実施形態、および配設は、シール、シーラント
、密閉機構等を有するように説明されているが、そのような態様、実施形態、および配設
は、そのようなシール、シーラント、および密閉機構を全て、もしくはそれらのいくつか
含み得ること、またはそれらを全く含み得ないことを理解されたい。任意の構成要素のイ
ンターフェースにおける任意の空隙は、限定されないが、ガスケット、Ｏリング、シリコ
ーン、ポリイソブチレン、および各特定の用途で使用するための、当業者に知られている
任意の他の密閉機構を含む、シール、図３Ａに関して本明細書において上で説明されるも
の等のシーラント、密閉機構等によって密閉され得ることを理解されたい。本明細書にお
いて上で説明されるいくつかの態様、実施形態、および配設は、１つまたは複数のフィー
ドスルー機構、アセンブリ、コネクタ等を有するものとして説明されているが、そのよう
な態様、実施形態、および配設は、そのようなフィードスルー機構、アセンブリ、コネク
タ等のうちのいずれか１つまたは複数を含み得ることを理解されたい。
【０１０４】
　本明細書に記載される開示は、本明細書で具体的に開示されているかどうかに関わらず
、上に記載される特定の特徴のあらゆる可能な組み合わせを含むことを理解されたい。例
えば、特定の特徴が特定の態様、配設、構成、もしくは実施形態、または特定の請求項に
照らして開示される場合、その特徴はまた、可能な範囲内で、本発明の他の特定の態様、
配設、構成、および実施形態と組み合わせて、および／またはそれらに照らして、また、
全般的に本発明において使用することもできる。
【０１０５】
　さらに、本明細書で本発明を特定の特徴に関して説明してきたが、これらの特徴は、本
発明の原理および用途の単なる実例に過ぎないことを理解されたい。したがって、実例と
なる実施形態には、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、本明細書で説明され
る種々の特徴のサイズの変更を含む数多くの修正が行われ得ること、および他の配設が考
案され得ることを理解されたい。これに関して、本発明は、下の特許請求の範囲に記載さ
れるそのような特定の特徴に加えて、数多くの追加的な特徴を含む。さらに、前述の開示
は、本発明が下に記載される特許請求の範囲によって定義されるときに、限定目的ではな
く、例示目的であると解釈されるべきである。
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